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はじめに

広六な茴積を七つに在り,最近寿匚各方面から注巨石面びてきた收野ですあq 

ふ、崔斂としてピの構成の與您は把握されずrニ放られて日る。それの承び源々の 

枝菊はuの奥密から富.くガ、rr離れて尖端を走り,にぎやかな論議がくり遮されて 

し、羣 *• ' Z

この商宛は本即疚密の様あの宸熊を分桥し,緝立て、そして一つの枠•系五彩作 

ろうと()る、蕙囲で始めたちのである。切論この稀なZ比爭は相当数のす"フ勺レ在ば 

奨とレ・ごの骂には現在の布宛宣の状况eな夜年冃在建する爭4珥らかでめ:§。 

然し私建は二つは事の将)こーつ一つと此?左廣み上げ,启成、したい念廢ご就,る。

尚ニニで蛇貝互加えるならば、 孤隹の蕙囹して〇るのは汰・して全园の牧野をく 

まおく韻査し,全牧野の枚族型を明らかにし,又物潘四在0炉ろうと()8、のではな 

い。哗までの冬地の踏經反び丈就によつに編み出し1三怵系互.調查匸よって次 

々に通われてくる务サンフ。レによって集何けな幻"小二と、二の而t用の島に用「)る 

調奄法の檢酹反作確立・之デル取sh二よる枚着図の作煥方・法尊I二つ(>て術究を進 

めようとする5ので初る,, .,；

現在まで｝二倒・条県及び茨城県Kの約800 HQ,の牧野の誚逐声衍・つピが、亡の或 

績を2邵に分け、取あえず、矛!.部としてこの報楮本行()、引続き矛2部在執緊中 

である. I

会の報告の目に省敬の万建の御抜創をI)ただ、し)七c即ち靑森泉卜の調也には、 

番産局肩番営摆巍山本課長、同課牧磬膝巧馬孫畏、者林禦庁畜厘諏山内課套、同' 

誅豚・野廉莉系長・皆森県農爭誠、験環畜崖貳験地江口辺王、後沃、暗3 大川找师 

の劄a、ス悉京県での謁登Iコヨ貝京営淸、周経営都新詹部長、 禽庖諫木幡訳長、威 

務課神誕長、周謀右井華斎宮、商荻營芥、肩浅、豚箱罢' 経営謙村‘歡・課長、而蓬担当 

区安宣、檜山•朝見主任の务位に深く密謝の急を宏,する。
^ _ 勿

尚当荀・究1r長厳校唐衣び電埸書萩試晾地主狂/庄矇技命二は、調强反び取纏めの 

啓匸纱大の御厚盈、定いたぐき,での朝究の進展の為に努力佐していただ(吒爭をハ楕く砌性

S2和ユラ年久戸

熊林省林業・誌験埸経営飾

咨豊林牧歸帝宛窒 井上楊ー函 禅長同・夫 石本囲造 平・於 修・

臨秋歓、 験地 岡勢試、ー、崎拓仆近川澄 .

心

1牧養型に阑する調查

-- -7. 鑿慧型J二ついて

(/)收瓣Iの贏較及分嫁の目免 ,‘

收野・落を技術苗な面万、らaるえ ,合理的な施柴匠装荷し芝の枚爵を維特・する 

舀)二は極めこ五睡感の爵懸知織左必耍ヒし、ニれ尊の矩洪め鯨冷さ從后結粟匕し 

て面色出さ衩に紅営で在ければならなし、 ^

と二ろで二の葛麟知識矩!の分野は非活に廣い。sn、ち冽をあげ召ならは"•死づ・草 

烦に例しこは庄為すろ枚噂草頰の遮别衣分頰(槌曲分頫净ーノが必耍であり、スぞ 

わ归仲反療团匕しこ の生活,民瑾・索硬.•法・態く植勒生理尊、植曲隹集キ>の柘 

諭も必須で及る。衣いで、林、夢の面にラ(】こも狭く爭あ田釆ないものが扬リ、君に 

m物の商から必れば読産学、阁務浄、生理衛生準等の応臬が生れ、・又牧野施蒙・の 

旳ぎ无えると教,乘エ木毕つR識'び史萼匕なり、土斑商係の用謎も又基礎的なもの 

yある"徙來稍白すると涙奇を,のみ王停zし日の也の羯詳'田殆んど会續されスい 

な()槌®:枚野経管が符われこ來た傾伺が卓日初二麹いと恿われる.そのあらわれの 

一っとしで、現・在劉る所匚歩ら:nる様な,そのま食に衰大な経暨ス匹汐カ伏び長 

黄日在かけ・なければ、狂らな()林な生產カのZ｝馭)草地をあげ'る卒が出來るであらう“

ごの雑に牧野を 経蓉するI二成広()知 藏の、上に積みエvfiz寿広痊もっこ草と疾畜 

と史地iの円滑な進感を回る林)二灵衍されなnれはなう屯()が.艺の方法は何I二i 

っご制約を奏仃るかと・()えば、、单地の與隱即ちぞの革地の横成されて〇る對状で 

而もう.草也が如何なる膚成状繼にあるがと口う華在條外しては、之の卓地仁対 

する雄衆洲画さ立贩出來儒ない辛は諭を俟たない爭である。然し工の0ニ闱して 

も促・の顽免面に於ける一つの大さ在歐腊夺あげ石華が出來る.

そ=ご厂承地の搆•成の與應」び基襪苗む・貪!題となってくあが、この厂搆医の照 

繼j I二つ・て烫に具体色に盈ベと丞る。
I

戒が囲に於ては、人工痊七って賴地在蓮成したいわゆる人工牧眸gめて稀ぐ 

あるび、この林な人工收野匸於でも谷茬の草須び涯•生し複雑な糖成在杵しごI格 

まして砌C、利取、 火入iKt哪K外 は弟んど、人工的に韋種在梱約せず,しカ、も度侯 

紡條件と柏まつご、去懋牧蜉匸於Nは、非膚に複權な携疝して在り、Uの林な 

牧野は我'が固の大部分在呂め5)る。然し展ら杼规に櫻襲するならば,ニの搬・二



«2)

褸繼有华也も,成何イ.木科牵頫、Wラ料あの他の尊涣、又 は維・逐木字の極兩が昼: 

匸目立って娘勝で柱俺阻を样っこ()る状慫、又技宿物敏もわく ,生育七非潛15 

度な状繼零集っかの形次考び上って 来るであらう,即ち厂尷濁の盛慝-J匕つ(>こ 

夷二具体的に述_ベ ると、その章地が瑰於どんな硬・物I二よつC占めれれて<)るか、 

スあ瘧惭が如伺なる肉昧匸於こ淀匿しこいるが、スその涙生して()る集囹はど、ん 

な拷徴あもっこ()るか、そしで工夫の案田は畜產衣態作七の凶跡)：Z於てどれビけ 

の稱值をセって«)るであろうかとの威!点からみだ冥蔻ごあり、〇の夜態在汜遂す 

み苇は占リそ刀単地:の過な匚於ける取汲法つ人田冬二つ(.)之も索・知出永るものであ 

る。

乏こごこの枫な厂実慈」在明う舟にする手段としこは錯周植幽主絶争に爰腹在 
I • . f I

麗がな け心ば方:りない"卸ら群落生蟻上の球坦又は權呈型の遂え方Iこ立脚して 

草産在棵々の矽の琥団に分顆するのであるが、ただ、肆に基群酸、 群叢に命頰する 

のら拐収ば、生態学の一つの分野I二とビまつそしまう"蚊齊に於ては草類の和苗形 

倦宣基本)二しこ希索されねば打う后いも6であり、以上の媛な分類を窮遅とはす 

る冬 実?二象毒の暗好反歌喰柱、草額利用の形,立地侏件、生產カ等在加味、して 

斐っか<〇聚団匚分烦 しW形 在牧妻盛(Grazing Typ^ Jと釈する◎である。

以上・收即の意鏡匕つ(.)ぐ速,べたが、始呀に記,した株匸吹寿後也の鬼破けぞの 

草也の講成の飯態の招握ピあリ.情成の射窸な收模理匕分類E3幸I二よけ明らか 

にされる。つまり牧検垣［による分類は砲躬後務在衍/5、緊匚は免づも つ水取匕げら 

れ、確立され持け戏ばなう论七の匕炫えうれ令・

改氷に於'Mは早くからニの向瑾は取上庁、られ・殓んど売夜、されに既リ、斯:んに 

施業計画の基礎としこ横用されこし)る。即ち收棋力の尊座、放收スは珠草法の沃 

定、放故家畜の送戻、双野施設計画の直束尊に於'ける重楚な画を担って()み,ので 

ある.
本誓にな之.は古く大宣氏。カヾ依野の腫膜として 植生型又は收後型の勿秋ご分燭 

れ行ったび、をの内唇的極吹概钢タなをのご gる荘蘇で終って()考-W搾羿 

も收野の植生上の分類としV説明直行ってcZが、内宮時大迨氏のか類に若ギ勾 

修正a・幻・つ抒なのご抄る。その也若干あるが何机も前二氏と大同小與で'ある。そ 

cで筆者蜂は突味に本邦の枚玮在蜩査しぐ 分照 し桂 牧後亜 の射伟•を・行()、咨显の 

構:が狀態匚つ()で宪用し,欧米匕哭ける制の林に施業計画の基礎となるべ、aもゆ 

を碓E・しょう とし・ここの稀i死調痿/佇つ匕次矛 である.尚又 貝)二夫Qの牧祕坦び 

如何匕しこよ云さ札たか.即ち植隹曲危)二つ()エも比簌究B月しご、各亜届)二つ().

— 

この葬戀草女の改辰の効県魚な方法互も術形しようとする右’のごある„徒来超も 

あると章;a草生の改艮か画一倒な方法｝二よつビ席松れ、徴黄しようとする華地の 

販籐が殆んビ喫うれて()なく)。従っこぞの効果の極めてイ氐()場合が數役にみら兌 

る。者田反③の述べあ如く、草地の與熊が:rs換され、その変密が徊々匚定明さ单 

る蹟)二は、章生改艮七泻易に衍われ禅るのである,

二の祢に養登な座本布宛が、圈云に焚ご但かにだの軽忿之'けに此まけ愁展して 

()后手は、亜狂の祢な牧野改澀のイ氐調、涇迷逝宋にし、徒・らに布宠林紫ほ分4匕 

しこしまつこ()る枳な状態に導()0原因 とも考えられる.これに啊しごhi・氏會 

はwの理曲としこ厂低滴な岸也の衍死」はずだそこまで亮達して任らなく)□こと 

匕r我が苣!の科净佈真心の溟膏さと桐まつこ、基神な而f夜を魅つや)る且 淄 

ベC c塗地の而f究.E衍 って()列亶看尊I二とって は、一つ の示或・として 二の题 

見を活用し、 我が囲の革地の改良の為に浙宛を定厩さct芹()と愈廨して()る。

愆)牧禄型の睡頰

前の項ごも商津I二成べたび、、收養2［の穆颊の分韻に内しごは、或が題)二於こ目 

極松て常識由な而も画準な毛 のが二三あり、メ生寇学苗な立埸から早原の分燻在 

佰つ杉3の七若干あるp政米に於えち題々の疥類例があるが、以下珍酒匕なるよ 

きものを邊んで、本布及采風の倒左記オこと匕する〇 、

六,真氏②はを］祢匕して厂槌生型(V^ge^jationail Type>亥は炊楼型(Gazing 

Type>」として硬っこ()る。そしごだの分頤の基礎は後ご述べるSampson 

氏の分涵によく似て本り、同氏のものの飜訳の林にも右えられる。後述の分と比 

較され匕(),即ち人照氏は草生攻に必Tしてはヨ、卷木地は/、樹林陇はノ、荒攏 

也は/•潭地・/、計ワ型に分類して()る。その内咨は次の後りごある。

/、南豁単地型C Open gra^laixi type ) 一分年生’1ネ将章演の慶生 

して()召荤业。主に飮炊:^。1 ,

2. 秣埸型.(Meadow type) 4不 藉、カマツリブ、せ痔、その他の革本 

展的の自生する学地c主に採、尊业〇 ・

3 ,'礎草垂く Weed typu) 4次稿・刀外ヤク・科、ぞの他の雜律飘の瘻 

生する草也•主匚肥料用荤地。

ひ、逐水型(Brwsh or Bu.sh type) 楚林、選木林迎ご塗類0や(1。

俗に戒茂山と釈す谷.

S・、•瓶林型( Forest or Timbered type, 針兼榕ヌな広襟・格の疎



林下匕れ在する輦地〇

«、楚蕪型C Waste ^Barren type J 痘/1、なー沛庄磴幸、地本・辟

, 尊顎の凍庄ず・る並味の瘠兎な不W地°

ワ、奁地锻ぐMarsh type J 氷生植期の匆史しご。る收雪としての梔 

植の雇い:X地j

三井氏②)さ大色氏と同じくめ称匕しこ厂獵至理(放参型ノ」としご棟つ之をリ、 

その 内盛も殆んど六直色匕準じぐ いる"仕 すm升氏目遂地理S()た ので尚«垂 

となり、X T夕/!フ、公互殃夷しこいるuぞ・の內倉は次の瘤リ々、ある。

ノ・ススキ里く探,犖型>C Mi scant has or Meadow type. ^) イネ粽梗 

期曜生し、近ク科石の也若干の在物自生す。

父、シ ノヾ製<•枚政型つCZoys^a or- Pastu.r'S- ■type. D

ラノヾが備占穗となり,芝の他の』水料、カマッリグサ科、沃びその
4

他赭千力負生涎物玄包括す“ハ、

ョ、羅尊型(•がesdtype; ギク科、ユキノシグ 科の繼華僵生し、槿

かI二/Iネ科、 カマツリブサ鬲・玄混崖す.

牛、嶽杯型(:lVood.UrtoL type) 針萦樹、広旅滴の政林「苴利用ラ 

ろ族劈で、尊嬢の外に雜袤ホを混生す。

5、程木型<"Rrtzs人or Bctsh t y pe ) 大渲改と•同ビ’。

ん、爺萊,型く (/Vwt巳barren typ<= _) 大拒!氏と同じ〇

以上両氏の・類の概够 につt)ご述<ヾたナ公、で牧濃型」と()&む称を,*I ()て()る. 

の)オ他仁見当ら砂(),燃し狂ら屏孩勝合も前に诬べた林I二、承に族尊ヌ府攻封 

在膚まエから分類しこ鼓つ力、の型玄惹萩 活のエ沥・、ず’,ぞノノ構或M*W咨勿論、 

板楼カにもる、彩. < <>なくん

次匚單瓶型、スは牵原のの麻で主としこ皆態 学魚本 襯野矿'ら本弃 の犖地五分願 

し,S|が'趋千あるので引用しごみる〇

毛田・氏令は薛原型や名林で分・して(ほ:両ち章原型とに群叢と同じ龙え方ご 

訪石と前•提して、4・搠韓原及/S亜 草硬i二分頫し、咨主の出現 徼につ()て独を衍 

ウ乙(一)る"各型につ(丿て槪瞰を就べると次の林で<ある,

! ススキ阕草深 口 シノヾ麹草原

•' /、ススキ塁華原 ワ、シべ型荤原

2 ススキー甘サ型尊原 、 8、シバーワラビ’型韋原

- -3 ススキーノ古’“ ' ナ、シノヾースス六 〃

くめ

以・ススキーワラビ 〃 ./クゝ シノヾ——、ン、ンチ・* •"

S、ススキーシバ、 " //・ シバ——シ口ッメクサ・

ん、スス・ —ヨモギ ,x

HLササ覇草原 W ワラビ朝尊原 •

/2 ササ 型萝無 必’ワラビーシバ型•華原,

/3 ヤ・寸ース态 " ノ 5.ワラビーハ・、 レ

中奔氏©は泡)主锻纹の立埸カキ泰邦の華岸を分毯しーこ()る。卽ち務落りノ六單歴 

在ある群( Format fon )じよっこワ何の茸凍［二分海した〇

卽も、/、水汎革原 之、泥氷草深 ヨ、値也牵原、ユ'、梃辱牵凍双由曲

車原 エー裙斉好あ皿•E— ら、大形技述韋甲、 ふ、扃山羣原、

7、惡)感;®原クノウ草凍、である。牧弗の立瑕力\うみれば、最色嚇性のあるカは 

レ、雄环茸療反山地牵原であるが、これが自だ、一徊の輩原として分頹さ!H.寸、N。

俺勵氏碧®は寧く:6、ら收野の底智学的布虎のI収,隹及方玄爭匚つ <)こ成ヾでD 

為B 北:日本づノ枚眸づー糾して次カ楓な分蹴百.爲 って()召のご配しこ寻ろ„

再寮

W鼻廉

Cし 人工收野 »つ匕松マ純義 iiiコ又力グリ純叢

いオオアワ〃’エリ〃 iVナガ八グサ〃

ふ匂慾牧野 ［シ べ純叢 IVススギ群叢

iiオニシバ ” V 47ZがりYス掘

;■ . v -- if!オ杓シノケグサ純荣

裔莖章承 iオニシ冷ゲ——ハンゴンソウ——ヨブスマソウ』

f >iエゾ、ヨセギ、 ーチシマワザ公一ハンゴンソウ

汀1•オニシモッケ純/叢

&オオブ’キ ,,

沼泳及泥炭章原 Zキダヨシ辟叢

Q. 波;水、沼沢及 れスが殖•>

遞沢岸原 苗イ刀ガ、りリス“

田又マがヨ ,,

ル也迎君沢華)扇

以、示、生牽原、 

U糸浜荤原



Z灰 野林

6 鬆秉籍•木林 !ハルニシェゾイダマ舔 
/

レリヤマノ、ンノ千林

万ミツ、、ナラ " /マチダ、 モ “

Hi刀ン/、 〃

7 針釆商亦林

久負俅愁 ［トドマツ旅 mグ、メマッ杯

nトドマツーエゾ、マッれ

冬人工林
• •

2 < 原
■

以上8章帝灸/クの矫赏又は純叢ー,Nクノ林地s頹して<)るが’,襟もすまご仁 

なく棒慮クノ如<群塔猝分類な行なっに "5 為u

その加dii賴色(疔又の敵な行虐な釘ラこcる。

I 自狀尊泉

/、国巴草ノ京 况、 ヨシーオ・キ・"ーマコぞ章戻 が、呢.知?原

2、平!^"後犖原

况、 ススギ葬ノ東 と、 役好な聲尊

"、 卄サ" 夕 叢原

&、 クマザ’グ" す 春林韋也

•' i 次 シバ、 〃

S.髙滿章也 况、 商価華厳 イ幻髙山渙地 ・

Iし人工.華ノ索ー

以ヒあ株に負商軍陳互/ノグう章原/二分けこ()乙

次)二樂国に於け运楓近森老.趋〒据げこみる磧とす考..

う司叩当〇n宮負 は周部天然收筹に知して犖生地ほ双、雑離2Miは•a 俺・坏此 

万う、そめ他瓶港地/,ホ在此/、贵0"ノタイフ卄-一分阿之()名。ぞ亿ノ俨h移は浜の

通(ノご訪るV

/ Op—-し§厂なwLanaw fTsaow段<汁の單ぎ:此〇、生にイネ科奪暮刀度

星してJ)•尊!知。

2、Me26心 踌於、 滾址关仁舎み、主としこs^age くスザ),rush

5 )Wの他ノ木科草類が應生さ名尊也"

ョ、VV・ヨら 裕匚雜弟と!?多ば'心^の広い檀物タ憊圧する牽起。

"、SagebrcteA Sa^e^rczsA くヨモギ’と同膺7で雄木状を呈するう。

め
頂左さるエ池。

5, 铜牲囊木・〇僱圧しこいる 土地。

ん、ア//??とe^eot 3r&d.^ 鈔荼楠林あで、ス不舄・靖額、雅草、飼料童本

辱を官生す石土地。 <

う.奴んスs 枚祕刀の危I)林地,篠木池’之の他の土地。

N Eamn L a.n d. s 癒生在形成、 しない共づ｝のな()±!地。

ダ・Wqocし危nd — o7tz az /p&.r aノ 1d Pi no>\ 該木裡の金!•采梯が傷府・で地

床が/Iネ・料津域、潍拏ゝ誕木尊I二康巨さ作1て.()各ampm く状プ)し格ノ 

の林班。

漱匚らt?odaa尸と氏周じ、く西部 の天然 牧辱を、 嘩 ・址 纹、華木地ラ、横麻 

・地3(荒慮返、極域六々ノ、計/ラのタJフ。に分けこ()るし内咨点衣の適りごあ后。

/、GgselaE

/. S, Short g厂我9$ /VerwicZ 6レ色 除く韋地で、 役坪

1.-. な乂等sー 庄イ木科単蝦か’嚴匕乡く、雑孕レ養木在含

册二と&あるV

2. M^^lcLo iv メホ洞聲類のタトI二Suet宕eぐスゲ・')F?us A& くイ)辱も聲

|蕾｝二摩肖市る土!ife..

3. P55Ed forb 多笄生雜華の價庄しこ()る韋地ご、、藏年生早額

の、ら科衍し丘ものご扬る。

"■ Sa.<gebr'Cz.sA Sag^e.br'u.sA の横甥1 な土地。

S' Sr・〇 «4/se —弓""b 飼 料著木の傷明17? セ池

,・ヽCo^f^r マッ科,の樹林地で、地床にメネ料華須、雑草、飼粗瀝木を

匂生する., •

7 印Mヨ公i 經帝句俩値に冬し()專・生・カ不漫な工地。-

& 英jyれ 梱生在形成、しな()五此・

"7* • P ;"〇れー<7 <z /-2 ； yoe.ハ Pi n 〇 n ( xv がう Ju ハ!p er' < ネズ')辱・の

林地〇

/〇 - Bros^l—Zeaizec^ tr-ee'S A S/? G.n , Cotton u/QOcC <戒7°ラJ 

社の他の君緊広•菜樹林地°

//. CreoSa>6o ろ"$ん C/^osote 6usA <卷本')の優生して()る土

地。

Z2. /Ves^tz/ te Neヨ严代 e (マメ料の溶木)芥孃成して <)谷 Mfc.



eg)

Ss.lt以らヨe/•仁 あzzsん<,アカザ舄の莪木クの優生/3. Sa［七 b> LLS*

して(ノる土血・

S レ餅&右巳む 传七 /八七b -F-a-t (ヒュ科の握木)の廖生しこcる土

地“ )

/ふ Gr'emsのつりc/ Gr-easw〇〇a C瑾木)の僵也寄る上地0

ノ久,口sqy七 日,"ろ ノヾラ科、マメ料、フロウメモ卜、、キ目己の 枇の砂 

藻庇雜装木地移を舎み符殊なタイフ。ご功る“

Half ^ru.b 主にキク希・等の 式の号()辛 若・不・知>革穫の・自生する土

池・

/序 Ann成景ら 一年生の雑草又はイネ科岸題,方原ノ圭しこ()る薛地。

以上の标に 如と氏は、灌末地希を菲弟!二くわ レく分須 し乙()る,即
§在志饷な盘feを附してん型もあけ"て(JZ。

ニカ他WM ・勿仏氏林二务呀にようごノノのタイブに分渙し72例も菊ろ。同)ち

牽M业に灯し点は

SArtz b

/■ P；2t i— Ju.nipe.1 

the少es七

々 Sbdzi-Aer/t

/・ ヨ卄七 尹均ww 2、5s〃財スwsuハモ ぎ学8 3. paU,£「c b5Gh-

ョノ・2忌m 夕•f r aiピi〇 &ノ イん複嫩)二ぞN Tて(*)る」議水»

也ヨ /‘ Eさ矽・号 Zx-usAr 岑バ以ま, s.. SsZr <^es&rt

M,S>zt/>er^z ^eser'tらhr•以b のヨ惫頫、麻材咂国 

2. Wodlaricし 一 6人テ卩ゴ厂り1 3. Op句ハ £〇rrs七 o-f 

U • 'Gs七t代已 m rar电@る に分けて(ノるか”,

产クハ伝ら厂 わar电e I)l.//re ^rsss Type (2-)SrooKnsec^g^e じに

M皿9心 ［y昨 <2>Sn25 CoLn.^: 〇に reecZ ん尸日疹三 Typu

の9 Mに分成こ()る„
以上本手思% 国匚於け為 收溪型の分凝匕つ(ノそ のK 蹈・につ(丿こ述.ベ仁か’’ニナし 

等の隸传書房.维老辱が理杉子で匚硯案し坛ZK拜!妝聲クノ・植生・状絃霆袞醐二しこ一此 

牧惹型の分烦を諷以区 勿湍適SUニ於ける酸盛七谨か才故年ごあリ、剪琢る'刃二匂 

この昌負の国(二蹈查しな5 gなく ,糧盛し^牧聲カ,メモを匕つ切/あ乜勿扬杨乙 

お、次の芯な垂,に分類してみ匕、杉のご胡るも

團ち章生地に対して は、氏華型、度革型、溟地型、多年生撰蔭既、ワラピ触クノ 

う種類の星本壅匸黄｝二ヨヒギ、型、一犀生遅革皇の2型匠加えク’型,匕し杉,蓬木地 

に妇しては.•雜落木垂・飼料装木垂、サけ製のm也)二分け在.花扮雜に月しごは 

奸的 と広菜柚二大刷し、マッ型、スギ、ー匕ノキ型、堵凍広兼•窗里、凿成潔硬

E>

2Lのな也にかけや“宾に瓶庵里、不毛也の2型否刀nえ・合司v&^裁 S葬しし杉の 

である。次匕瑟里I二つ()乙 源吹説明する華とする。 •

7.馬第亜<后んwmss 以〇已つ メ木肩・章渓の傷まする璋期二方し乙ほ、

,二のタイフ。と次の提茸更のN理致がある.卽歹”本科革生地に为 しこは、 之の構 

以 し己()る章笹私よ日も井しろぞ,の萍津友利用す石形催の方がより重桑であ リ、 

如何なろ舀印で利用ー茅るかと()方、怠に电晶互尷()でこのN里を北めた・も©である。 

故j二華建治に浦淡)孫' はく、せの構威、は大冊の"ネ样薛漢によつご佞呂さ招•こI>る 

苹地を蒼ん•ご()る"本序I次こは主ドススキによっこ占必られるが’,ぞの他アブ 

ラススキ、オ" オアブ‘ラススキ・トダ、シ/ヾ,チカ"ヤ、ヤマアワレサイ r•ウガ‘ヤ、又 

チカラシベ、/、ネガ‘ヤ、メが/レカヤ尊已含ま 网る,イネ従!萼爍の外に宕,3、もの匕 

しとは雑尊頰、城木頫号が’ある。尚吉留氏①のススキ麹草凍、 中瘁句⑥のスス去. 

廣誕、き井氏の勿ヌスキ——ワラビ齊叢、ス 次(二森沢氏冬 ススキークマザ七 

型万,ススキニ・アブ’ラススキ型、トブ、シ/ヾーシバ、型替・は筮己建糸警E哀華型と・ 

名ブ(づで <)る。二カタイ・フ。は一布殳創二丹萩牧也匸於豆は歩まり 瓷晏けラれず・爲 

熙し,な(」廉摩此の善区白カ三タイフ。匕殍っと()る〇

2、稠革型(£7,〃,芋 宮ザヨ弓ヾ 7>尸§ ノ 二つタイプ左夫丸E 蔻函匸つ"て 

は、度萝型刀絲説の際に述べ仁あで省畛ずる。五次席成2よ伞前小爬ノ乃不科學 

巍にぶっこ癮&さHし、乏"イ也衰章類、スゲ顎、米シ:/サ類、ヌ目どの他の缚^煥 

互样っこ( ')る.履革顏め奪種匕し‘こヨ,代表的なも つにシノヾが、 あ るか"• 2つ他 x 

カホ:,I-ホ、うり"ラ、ススリグ’サ、テデ’ヾけサ、ア> 、ノ、ウシフサ、ネ式、0ザヤ 

等六.七念仁で’()るC 本邦匕方さこはシ/ヾ々主体匕する場合Iヨ、長<>放牧の圈 

もつ吹野(二心瑕为普び商に不やれ,乏のW也の専権臣主俸とある形ほ、樹标牠にざ 

く '扬らわかる。吉田氏のシK期勒京、瓶沢底Zのシノ注 、ヨの他吉井他二秦あの鋼 

答にあらわれビ()る各蓬シバ隼原)林看讐財燈草型と心づけている. •

ョゝ 遂.班型 タ刀ナは立地状淀によつこ宏め反杉ので切る“六渔氏国

卷也型と稗し、甜觞女はスブ爛祷叢、又マガヤ再叢、キダヨシ辟落ネ匕よ/y,() 

角・即今、土城湿凌の極めこ陶(ノ俗に混坡又は谷地と疥ちれる涯拶疹さして()る［ 

構成］才メ木科ごは三シ、 ヌマガヤ、 チゴザ’ザ馨が生・包后し,その犯カヤツリク、' 

サ料、ホシフサ得尊本も倭号ぐある〇決算としこは鄒分飴1二标在して()’る辛もあ 

みが面積命にほ弱()*• .;・、・"■_ ' " • ■,•/'. .； . ' ..,. ♦"点,’

4Z . •皆・雜算里<昏5ni3 I 喉@e/ Type J このタイプも长萍又3 

痘莘型［と同じ’く利用さ旺％形によつ乙分け坨松のご扬る ノ旦し撕r二型ほメネ捋革



頫に曜京したのせあるが、Hのダメフ°はノネ科A外の海蚌・尊類によっご優白さ 

M乙()る浊蒂色さしこ()るレニの;冰な萍籟互者踵)ゴ雜華と祢しこ()之涔に、タイ 

フ。宕を校辟比绿聋型と匂づ’けたので、扬る.,概成して()る荤瘧ほ扱あこ多歌であり 

列举まる駅I二(丿O>な(丿が’・一・般I二キ・ク拝草頫が後辱で’’この杷タキ混、 シ、ノ科、I 

マメ科、ノヾラ得零の整涣がはく?/むれる"ー剧互苞け’；H)ず’:ニカ‘’ナ、シ ラ ママキ、 

ク、オ庁ラ、オr～•コヨセギ、、 オカトラ ノオ、4タト,リ・キジムうロ・ アリ/トウ 

グサ、ママノ‘、ッカ、メドハ六”、オトキ‘リソリ 羊が’彩る,圭恁 韻? Iユみれば’,件 位 

の薜叢又/さ星薜嵌にグ蓉!出寿るで'あらうが’,"犖宥算の三の称な形在一括rして後序 

生畦承型としこ()る・牧躬・に於 ごは養辺や刀建ではなく、和序!夜が適録な並蒂, 

XI3樹莉佻の夜探后零匕よく扬うわれて耒る〇ヌ非常に移宿し屍()不初定た视で 

巳ある, , ^

S・ヮラビ业(Pじヨ Si i u m Ty p玲) このタイフ。は々の缶・呈主稚洋 型

ジノ中に会手るべきもので、あるび、、 この尊卒刀精殊性から鸠に分け乙ーつ少型にし 

点匕クZであ る。両多ワラビ は牧畴匚於乙住々!=,して大きだ赛国あイ何リ,(ノオ刀｝る 

ヮラビ群衆匕ろプW勿虫ネる群箜ぞなしこ(.)る净.スニンノ博在、は访漬"/-对チ 

多利用,j生からみ召と％/Vビ興府雁上零しく ,牧野の稲露考;牛クノ代裝恐扔え辛嘩ガ、 

ら掩察して一つのタaフ此し匕ものごある“吉田:氏もつラビ瑚承際としこ握げこ 

1)羣 満成はケイフ俳女源にワラビ’が頌占し、之の他好、短革、霜奪、林類 

蟀を样って,()る～病牧地、採挙地何れ匕もあのオノオyか-,一積,二けdJ戚 A丿も中 

夜部又H四地に勿()祢で扬る〇

6.繼養・蛰(,已r足氏or B妇<Type J 権水池1二对して供前にも迹

ベH林にヨ型｝二分rrこ()る"•そし宅でク徐頰の甚準/さ絕乙窗特七して〇^用,斷二 

区本を譚き、奏匕庄態部伯な冷g乏加薜づる辛に勿()ぐある.創ラ’後!持としこ 

利用さMWNもの、利用膚の修<)も"2型匚宠づ’大ア!)ずる辛 によつこ、 «カ瘩蓑 

木型が刹用性の侄い豢團として剪又にげ'日れピので扬る。双j詩I用さ承絹るモの)多 

矣I二ぞの痔培格成'岡から公て、次の飾料讓木理及サせ型I二分煥したのご・扬る“ 

二の雜寇木里匕京極.乡乙芯()分辨を与スご()る“斷ち卒未冷日は満成して()る癇 

種によって夷)二分幾さMべ毯で歩るが’.版株画會•の調芽林、次入れそ史)应つ障害 

の涔喊徊’二苔って()羽・地、ヤナギ‘料、K クナヴ’料、スノIかゾラ科寧F若木 

此、バ、ラ科彰〇為弟區木、郊二アケビ君--7'、ド、う證辱の廳性菠木邸裁炎な念勿こ 

雑養木型どしa)Zv構成しこqる囹谨匕し匕は、 コナラ、カシ 'フ、ッツ糸瀬、・ 

マナザ類、タ二ウッや、,サ・丿レトリス/ヾラ、/Iチゴ類芋か"落辺・で方る.尚下層鄧

S

［二は株草、商、雜革趣導を脣っこ()る。歩邦敞薪)二於ごは登め己書通.I二みみそ、 

珠峙は松策囹玄作ラこあ(丿、ヌぞ.此暮大さくW<ビも、或面顽で点なしている.

7 •働持"塞木3?メ引Xギ‘契 く 孩"ルSu ~Type or" L^spedeNa. iype~) 

二の タイフ〇の ※め方の.基章|二つ(ノとほ蘇の霽星ホ型の 頑ご这ベ・ 杼•のぜ省昭 

丁羣 衝料寇杯ヒしこ性ハギ、のネに志ビ瘧マ誤えられあ公、本邦I二於げる代盘齢 

のもの商定ブノ、キ"で扬るノノで、別に/、ギ里ヒよぶ幸にして()冶・ノ、ギ’の症藻杉證 

«あるが’,茗辺匂勺にrらJn石も◎としごママノ・'ぐ一色ララハギノ,マ)レベノ、ギ・、 

二、ソコウ >ラノ、キ、、ヌ林垣に目キ/ヽ¥辱が‘泳ら れ活が’•穆幻匚爾源だくー标)ニノ、 

ギ、犁の中に危題される。靖成、は/ヽ¥撮!g套呂レ.或は建瑾ポ潴I孩薛涣 推萃類 

蜂纟Aギつす()^0

a ..せ汁型< 5ヨ•ヨwしTyp^. 3 こ・のタ/フ"ノ夫め方にラ(JこW苗 ピ述べ匕

ので座i眺ずる、•敢郵ヒザ寸Q滅メノこ貽切な肉係にあリ、南・至地(ー括ス栢林地!二 

£非滞に頻數に出現して<>る。•乏しW拝にサせ燈Iこよ工壊占されこI)為噂’匚 

妇しこ二のタスフ。底・勿てほめ石七クノご伺るゝ Fmを.•あげ’なと、股杉臻港なのは、 

比湖 世菸南卻旳藩クノ收聲 ご切る。即うJ谷I二一けげ 收野 ヒもよ底れる商に、ミマコザ、 

、寸、スはチマT A +t"Vが唯一の働料 としこ帰暗I自液峡さ れこ()る.本洲】二於ても 

咆河にこノノタイフ唯見出W二匕か’'出載るが、於牧が螭に幻オノれ‘こ()る收辱ご总 

飢に絶/或してしまつご,扬らわれ方が,レ、 (山 サザ の框金嘻老干 あリ、 ふヤコ灯サ命 

アヅマザサ、アッ"マ本げサ、クマノ(げ廿、ネササ、•スズ、タケ、ゴキ ラ丁娜诲々扬 

る が、网オしも一括 してサ廿坦とよぶ、。糖成、はむ/短が腹占し、之刀他後荤、 樺隼、 

蓮木'現あ样って"る。

ダ、マッ理 ぐMusll Typ^つ ニのタイフ。カ、う/义季 ごのU寧は盾林地ご 

はあるがそ の下尊を利团し漱收、 撚韋寧を行っこ()る土罐I二つ()•乙分弟化お公 

さある°櫓林地は構成、している杯分の樹種芽星)二しこつのル建［二分け・Eのであえ、 

卽ち針居 と牛牌匕死つI•大別 し•夷匕夫夫稗袖)«よっこ三投に分削し好〇こZ) 

夕外フ。冃マッ型ご扬るが\算兼楫林ご杪マッ演在主稼匕する林分と、スざゝ匕/ 

•奪の用林左主作 と『る林分ごは、 翎料としこ利用さオIるべき下•革の状危)二引目 

当 なI控が記•»題れらのF、釦聚涸杯あ2恋’ニ命けた杉ので、扬る,ヌダ4フ。务はー 

あ横成、しM.いる主衰檜種幻をとつ匕が、、 基本成近床韻物な与るゆで晩に增•渉・は如 

吁な名タノ・N°で扬名か斓處 ざる延麦が扬君。マッ頫の腫规としごも語辺的妇: 

ちっとしてアカマツ,クロマツヰが’扬リ.地床は度承、 建犖、讒木類、廿サ艇F 

左自生して(Jる〇



/タ、ス蛇、ー匕ノキ型.—""。ん‘) 前匕も成ベ忙林に二

6>" フ。ほスギ\',ヒノキ等め 用材林・ 佐ととしこ会り、一帯に清林地と/5つ五 

いる。そしこニの瘁な土他W也床の働普的価值目盛めこ低く、收弁ビアぐNは水源 

汲褛林、礙珍林算とし乙の林を款しこ()る。艺れごニの広な土她ヒ対レに一つ 

の"フ。互作っえわけで’ある。栃建としこはスギ’,ヒノキの外に.ぜで•匕ベ、' 

トドマッ•その他が’初

〃、培景広素樹弱スはナラ型<佐厂な 7>片己ノ な緊桐につ()こは若攀ラ名

ものと、帯錢ウ)セハヒ2型に分けた,匐 ちー・苗に梭られる绐^・広索樹によつこ 

崔衣される林地.と,あ邦南翻)タい稽"1&紫痴林と咨ー"け で冰広ものご劣 

方〇二のタノ｝フ。で景 もー掰・白,なのは、』列えば’ナラ、クヌキ"、クリ、 ぞの他の 硬木 

壕によって祐成、さ疽新海挤匕が•电漏整・典地にあのわれるブナ杯、ヌ必角圍Iこ 

於てはカン,ヾ、 マチダ号、ハルニシ苧の林地るあげ’る举が法来る。構成laこの标 

な植棒の下単匕しご、長華、雜章、灌本、サザ・辱月样つ己<)る［•

/2、律痴庆衆樹型又はカシ更(Kaラ幻 Typu> タイパ务承 に幣再;展

橫の林地仁対しここのタイフ。缶あこは^)杉ものご ある“ 耕地方にみ归れ、一般 

にカシ、シイ 辛の林木I二よつて構故され』()る〇牧睜としご任峙殊再型ごー锻苗 

では祥い〇

/3 .推虎型<紿w6s Type > 〇 タハフ汩前に記したSaz>戶らづ〃’ 

Sto加a.レモ氏聲の埸合と同ビく非庫匸牧密カの修()耕、地、灌木她・隼庄地蜂を 

分/しごI)る。卸ち今卓でつタノフ。の中で尊申状况が座しく不良ぽ埸会に二のタイ 

フ。ヒ入る力庁で、瓦る。然し乍归［の判夜は困磴ご切る"旋座匕()ろ、•判定0主繩留 

匕なり,ぞの段界点｝二つ()之も肉屈が'刻ろう。ぜ机でー胞ニノノ決辰!G3:植物の通 

竣、損顔、慫橙、生崖量尊の画会霽合しこ皂ピ不反な状態にある埸备二精に推庵 

型とする幸匕しこCる。 ,

/〃 ・不名型くと尸のヒ八 Typ>E ') /2匕同じ’く渐(二也< た• ^Sm/ve:れヌほ

%r、厂3 Za 心ら と同じ’声え・力でこのタ沼是歲けピ。甸ち侶のタ刀ブ。が更に選 

んだ形で植生径全然潞我しこ(>莎()土地^さして()之.。洌えば'溪函されこ地表か" 

舫らわれこ〇る土地、又は蘿自なつこく)る土也、 岩疋)地肆を含むイ简莽生地ごあ 

っこ巳丸也・の状柠か’オ廃で利田不可能な土弛、鄧切危傾斜地、 略肆も:2の不枝 

亜)二入rus 〇

/5、ヨモギ型«/V尤:mWヨtyp^ ノ このタ港フ。自卒辱左雜草型の中ガ、 

う分けたもので'枝る。ヨモギ緩が搆他の K 在なして()る土地に対しこ、ヨモギ、 

&3J

類の特宾收カ、ら特Iニーつの型とし匠。衆'し旧ら肇指導め廃居まで杨まリュのタイ 

フ,の大生はみて七)卒()。弟分画1だ烂キめ津積色セつ坛ふ華苗lかける華 

か’菸る。旧注海洋I二近()敗會などごは布刍苞争)こわ抒っこ"る奉が’あ名。構成口 

ヨwギ'煥・体とし、その他の雜華斌、丧苒換、灌木蔑肆玄洋って()る。ヨモギ’ 

の建渙日し乙は、ヨモギ’、ママヨモ年".オトコヨモキ’ぞの也狼教功るが’オべU

属のもの白但含しと()る〇

/ふ、ー年圧窿薛垂(AnncL&.L !44ecZ Typeつ 孝・稣是樂亂匚行してr

ー冲生辰び二年座 推草の傷野お地筆にニウ理^韻けを-匐うー、二年生雜尊類匚 

よつご磴んど占あられこ()咨土地再さしこ〇^,枚野!二於と13この林符:业藩さ拐 

きリ多うれなI)が’,強族の利用の緖釈痣遅理H二迁Cづいぜ()る場合、ヌは林木の防' 

珠直後尊にー密的に现わ M 車か"拐る〇皐も介裱奮なものは滞作放・楽地)二カら 

•”ろ’ニの亜は芥在)泛ご・比期•?短府日の中匕别のタイフ。へと矜衍しで曲«司能 

柱が'非禪I二魚()“盤演としては一年隹のキク科、タテ、、科萼が皐およく孕うわれて 

乘る" . ^

以匚/んのタ刀フ勺二丽びる解款益一足終るか"、ニれ攣のタイKiヨぞれぎれの柴 

团の市ーご犖も便勢ご主体となつこcる植勒xよつ・ご負づけられて()る„然 しなが 

う仟細に螂すれば’、二の株な主在を:&守植物め、双に顿甥性他の章種艺伴う、聿 

匚よっご構成されMl)る。もつ匕も主律在なす植物の女育が非诺)二應良ご、次)二 

底始な旗物逝映玉、 殓んビW の燧阪ご旗占しな()る林昼、つ孝け雜妾在柞っこの 

N・圻疹匕次が、ー輕やには洞か他の暖昧な尴物を混生しこ()石u

それごuの樑な副次角5a物のの類あする妙荽が女ず老ので扔る。 卑B蟀はて 

の分類に杪タ"フ。匕后］’じ汚え方ざ用()、糖曲角(二目捋系なく、六移の刀ネ狩の揚 

合Jg 隼規、ハ、形のZ1ネ科は短華爆辱の•方恣五田<)ためである•彼ノニ詳现する益、、 

制查の塢 合は茹胆芻に衍うが、 練合する塲合 ば二の林な:•あ法ご極湖渙)この類3 

る本匕し左・めごある、セピ漫.业型の埸合は、藻地尊蔡匕S",令诲巷の一つごあ 

るスザ推 在と()、、スゲ'承と(山・吊Rとし艺.如セはダ』フ。足)と同林 ごある。•列举し 

こみ丸・ば、、段葦淨、丘革鞭、スゲ類、号犀生姓茸煩、ヮラビ幾、憲裁木蔑•翰片 

菠木顏くヌ)む、¥媛)、廿”類、ヨモギ韻、ー辟生雜革嬢と咨る.詞にもばべW 

び樹杯地は以上の中に包合される.

そこで以上め、型の頫、を絹会"せぐみる匕一花坂の強u f 〇 〇痙籁の形が出て 

系る。こふ/つ谯額の矽互称して亜理<Sxらtry戶@、)とよ不幸にし杨.•



、、、類 
型ゝ、、 哀蔭渙B灘 スゲ顏 須肆左 

曜草額ヮラビ爛蠣權飼辎 
搓木裁 ササ魏 ョモキ、頫 ー笄比

雜尊毋

Z〇辰草型, / 2 3 S 4 7
’夕

夕

届拳觌 7 / /2 ノ3 /々 /ら ノん /ク 岱 8

混地・型 -2/ 空 23 祀 家 Nク 躋 有 3ク
釜年 生 
綬第型 3 / 3-2. 33 3以 35 37 踏 3?

ララビ型 ^2 衣 必 如 * 如 匕ア 50

雜霍木型 57 42 53 必 55 * お

曲料遂木型 g/ 42 空 次 召 皈 4? 多’ ク〇

サけ“型 72. 后 クN ク5 8 ク7 后 夕 だ

ヨe・キ’’亜型 5V &2. <?3 8U &5 86 町 密 步 *

ー靄草型 72 73 砂 % テク 麻 アヲ /クづ

次に二の/つつ雄痕の亜锻を整握 して必る,即ち華着導:が、現在まごI二紆つ杉調查 

又は硬寨,友諳氏匕よつご 密袤されこ()る濡查:鶏界等逝星/二してー正虫现成る可 

能性の高Hもの互あけNみ粉ば・の様になる〇

ノ、長拳型ラ匪型<公互除()こ全訓)

の茂尊——長筆亜型 G ノ核革一 强荏ポ亜型

(2>哀肆——痘第“ くの茂草一 ハギ、 ‘ノ

G) 硬茸ースノ广ク (幻喪•革ーー ササ リ

ハ菽单——券摩〃 &ノ皆車ー

(5) W韋ーヮラヒ""

2、贬準业ク段型ぐノ?/? 2つを除くJ)

•ヨ七ギ、“

(2)'殖草一長草斐型 如痘華——
\

ヮラピ亜・亜・

07) 废草——慝草 〃 U5)潛草——
■

雜筆木〃
•

礎)痘覃ースケ”〃 (尙短革ー

仞な章 奔隹,
雑・’-

ササ 〃

云 淀地型 之亜迥c公,空 以外は益・除くっ < .1

(7ク)漫地一後草亜型 店)湿地ー

・、多坪庄雑草理!ワ亜型(mm. 3分収〇在徐くJ

スゲ亜型

"" 鷲蓄ーー疾尊亜型 <23 j ——推遊木至型

■

g .

g鷲富——显車亜型 g 資雷ー
ーノ、ぎ、莫垂

5事一誓少

E靠奸餐ー・ワラピ"

(25) 务年左 
雜洋"

——ササ "

う、ワラピ犁 厶亜型C久ヨ,忍5,妇,g 互 隊くつ

(26)ヴラビ——長草距型 C2?) ララビ‘-一雄窪木亜丑

纱ワラピーー磴草〃 (36 ヮラビ‘-ー ノ、キ、、 ク

宙)ワラピー・誓蕾〃 «3/) ヮラん ---- tM/" り

«、維惹木型,ク亜型<幻,5^ムQ在除くう
、 、

(

怨)雜菠木亠"後早亜型 (犯 雜碧木一—雜握木亜型

C33D 〃 ---■{©茸^ " 旋木一一 /、ギ、 ク

S 〃 一一 〃
(3め 〃 点—甘サ ・

(35> 〃 ----ワラビ"

7、飼料新 5亜型(/¥)亜(ぬ,第,55クQ在蹄く .)

容ノ、ギ、一帳導迎 (つ ハ辛ー・ 雜灌木亜型

3) " 一, ,, <必) Iり .--坊サZ

f 0/)"--- ヮラビ‘" ♦

£・ザサ亜 8亜国し くケラ.8つ在除くノ

gサ‘サー長革亜型 <咽) ササ—— ワラビ焚垂

35) 〃 ---- V •/-----雜筆木’し

<g “ —スゲ‘ク (功) ft , • ノ、ギ〃 \

缶)〃—, め り---廿サ里

デ、ヨ七曜型 2吏亜く 8/, 82, 8^ の外は全部除くっ

つヨモザー長草興 , (53)ヨ七召ー蘿辱告您

/Q 一年生耗茸坦 /壹型<朝の外ほ全都除くっ

(5な、ー辞止___  ー辟・尝亜垂
終尊 雑岸矩巫

以旦の通IJ ー庞5Uの亜型/二整理しど毋だが、勿論これは眉淀苗なもので73 く、 

今后調障在統石す石法 にょI丿该、ゆ萸)二劑除したリ、ヌは附［切口えご母く辛髭で・あ 

日 治今回の調查に於Nは以上の中25•型、零林地ごは«型出現しこ()るし、こ



g

の分拓氏ヒよつこ鎏煮された耗乘ち上匸揭庁た坦ぱあとはめると若干のBがあ 

らわれるが’、ごの幸I二ラ”て)日井2珈ごくわしく 此る奉と芍る 〇

忍型有M上の抓)癡列するとー免菲膵)二親雜クノ芥に右オジ,遠が、野外匕於こ 

舆隣に謂查あ行I),敢・め匠行る、埸会匕は、二の桥な咨極の亜型エ分類 しておく 

第にょリ、 變理が皆単や田水る歩と、夷匕進人や牧後力を米定宓る場会匕心葱 

岑び上会内慝こもある〇又灰の項匕於こ述べん匕步る柄褸囲在作嵌する埸合)ヒ於 

でも董荽な役割りを束して()るのである。 ^ ^

〔3)板裴四

地図在布る举は、枚齊訶奁J二於Nは祀常に車婪曲肆 ご訪る。KPS Storf^t 

氏Zも泡痛し杼亜JgpU 峥經^上大きな栖値な85、あ分な牧歸施業計画在東Nる 

上 WE須のものである牍べこ()るa燃し皆丹Uの业四は,たがピ地形・匠あら 

わしど(.)る雀・度で扬れば、、乏の利盛栖値は环舞MM)。ヌ地形の外に瞄趣設・ 

剧えば、 土農,木楓・ め矚、’為蠡\坎遭尊互精()で七、举匸地形と砲袤のみ 

しガ泗石聿・が、出来な()“燄uニクつ樑な地圆二分まご述Zヾ松栋苗收液垂を竟野財:る 

奉によつこ始めえあ図は利同鶴値,が’大苦くなり,ヌ以後坦ヒ南する調蚕は・噸)二 

痛カ、nj§>李匸よって その百・的の一つが逢t±うれるので扬る。この枕母池昭自・牧褪 

四と豚い 経沽走'iざ之の收葬|哭施した施叢在行ふ埸合は、 ごの标な地図のな() 

•埸合匕比・載、しこ、舞漕に合理乾な又匡曉に粽々の舟吊・画穿る峯が由系る〇

牧後四碎 く場合の約衣としこ、華看差は 次の株にとりきめて()る.鄭ら枚桜 

屈る地歯に載せる単音却、色採多七っこあ以石荀媛'、記略Wもつごあ匠"わタ場台、 

ス潍I二ぞの ダズフ“つ為慝・つこ あレラれす埸合の三槌が’友运が’,Wのあ,のあ、あn 

ワいて泡月すると我の通りであるC

マ、ソ里 扔

1

あ、 巨
,

スギレヒノ‘犊・ /<2 むら さ暑
I *w\ 1
I

•

皿

〃

Z2

ぐノしじょラ()ろ

みす’ひろ

1 〇 〇 
|__〇__' 

E

6*50

砲灘型 /3 お、うどCう

不毛望 ほ し ろ
一

ョでキ、'理 /S ぢやいう
十ヤ

十土

ー届生雜幸型 仏 こけ勺や(乃
®®
& @

令撤更によつこ、 参勇をつけてあらわす場合と、配号によつ乙あらわ•奇编合の 

二證につ()で窗系すれば洪の理Qごある。

7.番号による例



2.記号匕よる例

尚:2二ご StccLcLar,瓦が7? a/它e ーあzsigemn/iと 腿卩 ヒして荒開 して() 

る函禾法パ街朋ごあり,よくそめ我態白理解出来るの顼耗かする〇氏ゆ番兩で扬| 

らわホ构;去匸つ( > ご困式て()るが’,わつ"ぞsタズフ。の酒・号を盼し、 ヵいぞのタイ 

プ在代奉するユ〜3 叱ノ;B翔名を記して()る」如在本邦の樋物名)に画しSあけ、る’ 

と次の株匕なる。 ユー MM•尸とaと書かれぐある谒合は2はタイプ轡号、目卩ら 

長蕈型在あらわして()る。怎・匕»セ任は二の孩草型の代演霍在禾・して在リ、 

M;ら B M；ssntルG S//?ez?s/'s 創ちススギを、 P-ca.ほ Pc 57du m 己qc(j!・レ 

ん心れ!lfちワラビ‘をあらわしている,故にCの•辰章型はスス歩によつこイ豪占湖・、 

夷にワラビな样ス、型' 卽ち前I二困べ区度牽くススキ > —— ヮラビ型さ扬る峯が分, 

る。媛し二の源に総こ学のによるポは相当の园灘と.力を嬖するのご、和名色株 

田しこと洛反えアよ()と冤・われる。卽ら、7—・ススキ.ワラビ、予は倚緊丿こ!—XX 

ヮラと略し仁も、髮はそのダメフ。の獲奏瑾を示・しEI)るあ)二よつこ目魚は産せら 
/ 1

れる.

g)

* 8心 lAng

c=3 S&L-t F'Octqh

④ permanent U>ckou.~t

A MncLmiL し

2 Spri^ Developments 
Pern衣n e疽

V Ssas6>^-aZ

9. A/aturAL Spring

« — ART zK?S

忘"

■52

工"。エ Pooい Moto^ /?oacZ

--------- Traf L

"***• F&rtCQ

—'----- -‘ Pe\nvan3t Stream

—-•— Intenni tt&nt St/'ea/«

--------- Type Line

r^&fg へ C^> rttOLL^

TYPE. NUMBER 及 MAJOR SPECIES

SOLACE A笊ES 

a/v»ma厶 unit months



(20)

ヵUニう七〇妲卄七昧はマの記号の下匕紫・色二建漁蛆しこCる。初|えは’驾誇

Z!っこ(>るが‘、こが・は線の上の新劳即ちN55•セはそのタズブの液面殖ぐ§化テgee 
滲" 亠

acrむヨS左並ーカーであらわし、 下の募亨ヨ/ヲW耿褪冃扱< A心 maL unit 

/?7<2Zl咳5 )を扬らわしと«>る“即ち 吁^^。 'となる府は,スス年を主体とし

' 3 /テ
ワラビ卷伴ふ長韋型の曲技が"Nダ列エーカーで.蒙髙/顔当))3Qケ可故敗が可 

能である串を釆し已()る"收後月裁)ヨ象畚の糧煥で與なり、又面積の•単位も &, 

スは町步でも建艾えなく>。尚芬滬冃故の計箪につ()ては、本稿)：Z於こは詳しく敏 

れキ’,削の機会にゆブる章とする-

供麗迥夺地函に描く方法は色々おリ・艺の而用の目的く’及禁衣する植丞噸上よ 

って能^される。即ち諸卸二行松れる三會測墮I二よる方済、跑形回匕よる为燙ゝ 

格孑な引く方袤尊讀々杉みが•荘・格に高()梅慈噸な捋ろ、更に辿逐q海衍よ来る 

のは、弑空写義による方袤で扬る•この方法ヒ崗しn・は、Stobart氏あがく 

、わしく迅べであるので參照された()。尚次の項に於乙、寒痼嘩が镰歯写風匕ふっ 

5 つ号方法の楓睹につ()乙武ベる。

；'2、韻極方法

<々弱・誉め赋序•

叛癡坦ゆ 篷軽全法泰•し・ 名タメフ“•の廃珊な定めて啓・劇費牺番、名タイプ・の瘩 

派・住:産•登、柿濕在瓣し、亘一退的な次况を解説孤る皆に、灰の順序ご銅查苍 

行っを°

の 睹查寺•戻コースの計画 骯環幽褪図の擊にもみれ住が、航愛写鞍を利

用しして踏彥左行つ・匕。慝づ写凍包・裳vして餐ヌは欢を虞爵Zし乙設つかのプロ 

ックに分け机 次に各々のブロックにつ・()て,緊着な目標物擘色写复のセ・にセど 

めこ幡"のコ次 を計画する。

② 踏 鱼 嚇最と知慈し柘ら、弱诲したコース玄踏奪する。タイフ。か”

単純であれば‘/回の圍查、天ほ耕地導は重遠によって街ったが’,,被推な•夕ノプの 

埸合は歓回隨查した〇 ・

〇)枚後昭・ 決定 酒資しなが‘ら潁窒した現状ヒつ()て、華生地・"

地、裾杯曲、荒礎地、不を 地^ 6^ 類 に躬づ大别し、な)二茸生地ならはワ慈験、 

親木地薩ら3種颇、橱株地ならば诺 種類に分け、結局前迅カ/8經類のタノ|フ叼列

(2〇

れかに击Zはめる。面何5Tしのタ4フ。にあ未浅し龍松る粹な收核踌はをめ痢エ話 

數'する"：:の棵 に一泡タ』う。の板次定在衍S* 、 ヽ

0 各坡祕也の境界械写 ノ砍戻レ核君タ刀フ。の癡ポを写寅I二直凌、メな複 

写レに図爾匕練之弓|()てあらわす。蹈查ヌは堂匣し忙ら紆万sか"、頭若な日旅蛔r 

逝対感し忙ら衍刀、。

以上なへ⑥は魔為尋は/負の詡喪買によつご衍:つビ•二の林にして牧祕里の板 

分頫、な枚祕型の廃邪の板決定存終3しだ捎莎,欢の④〜哲に离して詡奁赫"a、。

の 桓宣溺壹 おタノiフ。仁つ(って尴坦の歌能乏訶奁寄るが,、-整・卷導は

Z_;/?e 1 Lnt^c.^p zt ion MeEMcL. に よつこ與行しぞ..'

© 生彦星訶查 樋生と同じ方.まで妇った" •

(2) 一艘钳状况の解詫 ,,地形,拖頒‘せ抛)二つ()で解说g 密、。

囲 林>死加查 梅林地・の嬲合は林沉に隹!しこの細吏亍舟。 ]•

再升に於^ば以上の备頊あ|二ついて噸嘩に胡查を楠なうが、蚊養皇の穆頰,合 

牧極昼の堤界尊7二ワ()では、凭)ニ奪帳の期睡あ,针算によつご決庞互幻つ左..

切謳產方法の籍説 ’

調者の)噸淖匕於と匪べ化谷調査奉須]二つ()て、笛近攀の行。云詡・否方法|二つ() 

五次に位べ為福とする。 •

横酝’ : ゲ ,' " ゝ’.
J . \ L | ' A' >' , ■ C .« ., '.

A、航空写胃の利用袤

式の璃枝の落、に毓野写境左用い巳功ゴ.韬鱼つースの針画及踌查、疚褪理の境, 

邪凝の記入、 旋教弟I則り成入尋の擊ざ场お。ニれ導の圈彥の邕に)不,地形国士は 
-浏崖擘匕よる仿法と比・しこ、非命に高()植密摩と・、而)も鼠遂を のぞ、お幸が’出来 

労〇崗戚愚四な推く塲台は、 地廠囲による方法と好寸ると、伟るカ、匚隋)津で、 

冬タイノへオにや号く、正砥匚堤界線を切く卒び出双る“

次写風によろ訥查は、本祁ごは林建匸於Nは囊ん匚行われ之()るが、:牧套场 

•ちに悖理狂依用され丘例が’ほ()。米国に於五は枚野匕并して靠ん匚写貌を利用し 

ご湖匱又は瓶素計画の也録が行わ丸こ()る。航空写園の利用法匚歯しては文献あ
© -© -

のせてオ">匠ので參照された()。

拳指導の外挺用した巧彎ほ杓套かy钱与さオしえ約 s クUC.分刀/の写敏在灵にら) 

神して約N<2, つクあノにした直のごあつヘ米函匕於ける坎誓願查匚は(2.^00 

分のノ‘又片タ〇分のノの回眞在善通横用し、将匸賢钿な調童に狂ヨQ0 〇务
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のノ刼束用 しこい君根ごあるが’、来圄と比軼し、積 が‘』、さく、而も 複雜 し日K 

形・が多(>本邦匕於では、華君尊の使用し七、20,0b〇分あ/の写輿ぜ、冃判滅に 

扣常匕苦心した.ス米軍賞与のものは撮彩した年次が’大分が前 ご与るので、吹野 

の状汉^かなり麴匕してあ、リ、殊匕樹林址と聲也び全然成対な場合もあリ园摩を 

感じな幸6ある„二’の謁登の結県.与鼠は<5rつつク今為ノの続尺ご、為:るべく燦 

匝撮彩されたもの近イ芟闭笏る举匕よ〇、正为程、•园强尊弱查沁枷 出歩る華‘が分つ 

忙" , .

牧義型9携^縹を記Xする苇ほ、栖林惣と章生地の爲合'は写真のみを封抵とし、 

碧弁匚行かなくこち展行出末為が、、ー 施劈外で行3、拳が原副ヒなつこ()るe 写 

旗沸I読を行ふ脖に、楫林弛.匕於Nは腐旋州磐が’同熊な状態(二跑踐七つつ切るので 

冬タイプは写眞の力ごも判抚出来るび、、 燈安也のヨタイワ。,曄生也のワタイフ。ほ 

判読困誰さある。セっとあ短第劉は巽判読が确wであD«不w型巳よく判能此k 

る。したが’っこ关隴i二謫查海不齡・4"写辰及辰休鏡婿携行し、圭現くらべぜ 

ち石ふ举に存る,荀rにも员よだi赫・に牧祕型尚一餘｝コさーつの桀园を作 つ乙五0、 

ビの俵曲］全在々IニしU、零、米、 方位、 イ螭、於位単によつこあ名制紺 e けで 

()る举が’額"ので、、ニれ寧ル田子天塞率にして踏查する華I京、って、比•載钠移易 

に記入出术る。, •

ニの記ふは直捲写賞の上に行つ乙と()<)が、室吉雪は号宾匸よつこ柞った冈通 

I二記み した"尚写眞は立冲祝する形2枚あるユキ、•歩国)亡淤己は/枚の写嵐)二は 

收蔑!型奏、 他^ ノ枚にな木 糊.,土毫、示欲芻、收麗芝の位の施潔たつ(3マ淀スレ 

乙()る"

尚寫眞を基I二しこ囹面の作製、面值の許鑑尊は網こ招涕方荷で衍つ乙()る・撮作 

ビ同じで、訪る“
/ 1

8、植東漓查,法 ・ ノ

通米を詞査吉る方法匕し已ば瑾々扬Tる辛が出乘聋へ色5基枝眷"踵に用いられ 

る刃荘方形法で场るが、.なあ暮状戒 ' 帶状宼箏も捜用される.Uれ匚鹵して 

Sinnott氏蜀が缶織的に述・ベて()るグ)で引用してみる。声］1つ膈ごはその穂璃 

)二つI)て述べ、梧生謁否:方法の詳述.は別の痣冶')ニゆづ’る举とする。
• - ■

皿 は.ユ方形法(。ス3双「&た M^tKocL J として次の蔬里)二つ 

()て説明してU)るV

⑦単窿就載法Cし将七QusLclrsLt｝

<23>

®根体魏部商蒸ぐ己>化〃とQ gcd厂貝七う

(§)荷積記眦我く月尸8 List OuacZz^t3 ゝ

総)写顔記錄成< Re.co^cL/7ig' Qsaclraセ 切 Photr^r&phy つ

(S)パントグラつW电心。次ph Charts J

@ 方形！Cよろ面積記戳、法(厶心Q QLe.s.dr&.t'!=> hy 尸<es J)

(2)点•観測法 C Po7n. t~ ob'Se.rva.L^on Qt^a^ra.t

の刈取方形寇C CL ip Qu.&.^Lr&.t^

芝の他の方茂として,

⑦ 桦による正方形法(Squaues by Use 〇/ <a. F^am-e J

(@ 短方形法(-Po/n t -(2 bicicLr-a.t： Me.th.od.)

芝あげ、乙()る。 •

2.繚を用いる方法としては.

0 ス L リンク、を(String Mo. th oci J

匂 緣I二ぶ&盛撕法<Zvne：-Ltg/'ce戶だあ〃Ze・七hod )■

9.横断志(7V、羽9ectsノとしては、

の 穂状宏(Lin<e Cra/isect J

②格状法(Eel七transect 3

を扬げ’て()る。 乂
- 'i- ♦

尚$&>心2t尸七氏©はニュージーラ,ドI■'て毒地謂悪］ニ用く)うれセ()る 

「°in — pc>)n. t M^th oct 在・紹介しこく)る 〇

=つ弥匕頑屋調會方戒二白各褸類が'苞るが、※も蕎凍I二ほ方核法が用〇^n 

ている。当埠I二於こもあく大宜氏^の演代カ、ら娜記方形泰の务里、ヌけ横断" 

を探用し、ヌM杵氏友篓寿の採棒也與尷棚產マにも・方彩玄色用()正.卽ち艇生満 

去の变せ/vg用 ろうとさる罔喫的な埸合も、又牘隹变せんには内译なく、七つ尊 

価の琅状を通適する塢合もすべて方彩宏を雨()式き?E。然し,耳の過衣七發蚌の萌 

谊^粟J二つ()て寿宛,びる｝二、洌えば或徳恭が學地(二輿行さ机、その蹈智五長期に 

わなつご•索しよう匕する塲会はw滋法ごその司的は達せうれるび、 Uの酬在の 

徐I二韓地の球な紀握し・う匕ある咲匚は、ノ ～N以の方形桦あな穴な薛地二發 

長し式、調也代ふ幸は、往々匕しこ諛養あ生じ窮“。ヌ二の横格を少・<.するあ 

U泌定曲汚徽を增し、くり晅しあ芻くする聿匕よつご・正さ刑るが、收奪の竭雀 

ヒ於ては史慾彷)二繇蓄史意浄匕於こ牍・闱し3槌比較缺畫でばなく、梵刹しろ但 

を病めるJピ藝が拐リ,その為J二fチノ3"形医に愛する<師向でずら海当哀睛貢を餐テ
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’状危であい 柄臣しは眼旅されてくる.ス募血の椎計浮は調彥なの矽は正方形は| 

リキニ辺 の長さ の吏の基 し()痘豚の方が’谑 が’少く、’叔糸:お犬绷卷(>働產 3 〇)と

りか匠を敬えてく)る。 」

廉卷導は二の調査のめ,二ど、の松な方去ご檀生口)構螺明うか匕するか禮々走慮 

したが、柜前 Ca/if —Lス 氏が米回の天霧收鄆C々林非つの雄生の醐查應 

匚弟犖し杉 し g レしBraspビ9R M&thocしあ採周する手としき瞥曲盆、 

派)二=の方法の概應につ()式說明奇る・

米Z_//2 e：lnt<z.r caption. Mex心CL ("線による液斬法っ

こ・の方法は次の3顼の戡礎的な务碉ピ篷(>N衍われる<>

/、値aの搦查をむ積尚し石棒であっと、 巾を七つ乙I)な|)。

2'洪I虎は六々 の植_物が・ によつこ横断"された刑平の核さにつ()こ衍ふ。

ョ、 何々の溺•适旧Iさラ、ダ、厶に配僵され5 “

以上の域曲マな寿え方)二窮つ"<)之次に順淳に説明する。

/ .調苞已タ・旌位選 済^しょうとする一つの米団地の南(又玖北)及

西く又は氓)の限扉に2卒の線(X及丫ク匠直角に引 J .ニX及丫亜.)二夫々う 

ラダムに距離冬とり,そのセから天々a知二伸ば’した線の泰叉恩が河查己<痴j

\

二の例は、ランダ、厶に送ば如た

礎灘かヾX軸卒ヨ勺I , 丫翱ユ 8次、 

となり,⑥心&が調苞医の始点 

となる申ちネして()る。

のや点匕なり,所宾の段さに彿劄由ぱす

2Q ョ〇 90

3>

2、 調查医の設定あ、.綢複已ぼ洵煎。解匚嫁であリ・ての義)二さワイヤーを由 

<)る。闵ちUanfE は氏は盧建f^_ Aンデのワイやー氏用()乙Uるが、维费等 

Hヨ初勿 ヴメヤーを节用した。=のワイヤー色N49 鉄棒ピよつこ判隅の長さヒ 

固定さる。二の燈合出來み切’げワイマ一直理表面(二潴着さttる事により酸爵測定 

つ正股度な期泻出美る。裾の度さほ蟬比状况)二よつご異なるび’,Cg%WL 0 

び股ちよI)羨纖近席ら犯る哀さとレで、痙^の浴羨が・ < uの海麗につ()では後)こ 

取繼め方の新に説明す召)夕〜Z5•匆の瘍合はタつダ仁(結石物う、碧〜m％ク場合 

^/OOif-C (输30皿)匕する板めべWCる。諷奁己く絳)の即する薮は、サ 

ンア/レとして匕った各土曲に我こ/61S以时凶箜ご扬おと述べ、ピく;る。尚北ア)ゾ" 

テのフS•,Oリ。エーカーの枚收地匕於ご石つ巨例ごは、調査団の度さが 氏Of七, 

［乜ワションに2庭)所、、ノセクションの也環10«セ〇エ一力—(卽ち'£灯。エー 

71一 |二2惟!希ク、合封N5,つつクエーカーに88圈祈の調查田<線’去設けぜ()る〇

3、 測 産浒 調查区は練で巾乏白だな・()と述べたが、 突緊)淄1走苟る曜

匕B /ク羽a の 巾を荷にせる〇この埸 合両側!-5加0tつ、‘つ匕るぶりm玲側 へ/〇 

初勿在とつだ方が、 よ()〇そして二の線が横切フた感物にワ()と測辰さるのごあるー 

植够?別匕刻俊善匕つ()そのべると、比ブバネ铜・善喚4綿の橫◎つ在株につI)え、、 

英隣匕猴即 つ乙()る哀 曷麦測走 するQ 林:し住ら 刀ヾの林な/32•ノ2左g尸2SS , 

ドタ、、シ/ヾの物扃 &/• g^rassは測走が進かし()» 磅卷・ 、甘ー杭: 杪ざt尹、N& 

は耋又は素片ご姦よが会衆の、くされてI)る場合はそめ廷度し券宴さ(二つ()て制I定 

し、mg 客アanM匕つ()こ)2株カ、らほ存M乙瓠立して()る前しい伯体を線が 

機切った塲会日色の圭の直径在測定した。オガ‘ルうヤ、か七ジプけ案のBuch 

g>&S9)二つ()こは機かった株の繹の・度さあ測妃するわけご箇岸に測虐出系る- 

カヤワリグサ料のセ勿は一彼にBtcnch务始<3与$屋］知二しこ測れる"&のが乡()〇 

経草賴につ()ては宏プ単謳めセの,/削えばオトギ’リンウ、ヌ•スピトハギ'導は乏の 

尷物の甚の直往を刹る»スに数茎むらがっこ()る毛の、ヌは根生菜芝出しこ()る 
•- 7 ' n /, \
もの、例えば‘才!"つヘシ、/アザ、ミ、蜂ほつ()五はその痛物の地豪をあめて口る 

長さ在測慮する。次匚謹木ヌは瘟木株律布は ' ぞの植物の橋建林切った兼の長 

さ色測"to・る“郞ら一源角な灌木径巨じお,掌卷哮はザザ頗あ=の标"測戻g•杓 

ロ,ヌワラビも罔極の测殁在行っだ“芝の理由は、ー猝にワ・ラビ‘の生育する草:地 

は二段播・収、五しと近り、下膚卽ろ龙表辨オ瘦曄、链學頫導に占つ己占められ泄に 

ヮラビはその上•部を:あ,おつ乙(>る廊な描成状態が療(.).もし二の塢合,ワラビ'② 

測定を上詛の卑筆の七のIニ準じて測定する时は,ワラビめ頒擾み姙废水非駕tg
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()ものとなり、尊地・の実態が查めら肮み車が蝸查の箱果分った,芝れごワラビ、© 

測定も幾木頹と同じ’万毎互珍用したのである〇尚桓物の禮頫匚よる剔定泼の阈賤 

は、柬)二滴加を統ける予強ごある。測虎の為に用()る畚溟としこは,2久のスチ 

ールの卷ドが鶴利ご扬る"スに以上の喇定宏を函示する。

ノ、野幄記入法 Cの捅査、3 2社の調查顔によつで行なう.卽ち/务序圳

曷、袍のノ务け野帳に范入する。薪候の株式'はCon/re Ld氏はスの探な型を 

示レて()る。(草％Jほ使箕上拒邦章進｝二直しなっ

場所_________________

維时•2

日日ヲークー/夕游

NW七 Sec 2以 Tzv- (VA 8 £ 

剥宏希c_.H.B义H.O.C

：33 所匪搆倒2 /分

联さー 

疇画"

元フィ"

怡 2 ： /2 験!2
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単種寂が卬'く .制庭卷が読んだ 

場合｝二直ちに尊理冬所なる時)才 

模利で杨る庆、ー竅｝二本球革地 

に恭'こは如～ヨつ權は普匣で、 

夕0〜ダグ塵め瘍合も禰に拐る角, 

革建五樫3のに暗商を蕈し磯 

である。艺れご犖看琮は測定看 

の読んだ、瑾リ、二、衣の栋、な誼入 
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5、秋建あ 麻二橋け’杉t勢幄互基にして、欢ヒ荤經列の誤巨作カ &の林

匕符る。即ち"のAをごが艺れで扬る。(以下Cの｛列匕よつこ心ち奉匕3召Q 

二の奏から預魔及瘗顔ろ矛寧するのであるが'〃貿の｝噸承に徙っで紋べる。先つ、' 

ふ単被备に芝の 出現回数を記・メする。ぐ屋の8斓) 滅r者々の尊板の出琬叵

の知を求:め、その技値で 以のあ々の荤養の出澳扇敬を徐したおのがその薛禅の 

頻度となる<左のC榊)。即§• 5 ー その挙禅刀出ゆ回敬
一 夜茂 全秘疡の出理回故の和

と治Tる〇

欢J二丝輩應垣|ニ快さの相在求める<表のD個)•艺して 8 顚苞の琴)二使対し 

寿遞?)度さCユつ瘍合博2づ次)ご本々の津程の區さめ和Cつ翔)な律し危七の 

が'、その棒粮の蓿度匕なる<表の匕糊)〇 即ち 兩爐 ぞ辱咆澄・推
公は 一 莎5逝5.(蘇っの暮さ 
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二の枳匚して頫凌及盛顔在計酔するのご、 頰段は各尊砲つ合計が/"ク％と芬リ 

他の調・碧巳とつ比較が出来な"が?、感段け常/二ぞの募业の実建痂あらわし、昧密 
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jx上ごー尚名瓶物仁つ()えの馈凌み衣虔の許養が出衆・たのであるが、、 牧祕型 

の調奁近目侑匕労る埸合ま、cの釈r容陋物が’ある規奉の&匕に後国はめて在
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ず’る“ぞナIご策卷奪ほ、前通牧灘型 

の恚頫の精・に函<仁株に、Uれ峰の 

植物を植阪類に分類しせのご・ 0 

(頰の繼倾磅を珍煞ゆCと)をの 

徊東後力?義に禾す厘りである.即ち 

ススキ、トダ、シ/ヾ它集めと長薛類)こ 

ヌカボほ・彰澡に、匕カピスザはス 

ゲ漏に、オトつヘシ、ママ/ヽ5 ' 

ニガ・ナ、ラキノ ¥リ ンソウは多年生 

短尊颊】こ、ワマビほワラビ頰)二、タ 

ニウヅキ、、、ペッつマナギ底後耄木類

に、アヅマ本ザすはサザ瀬に夫々徐め杨ものである。牧渗国の餾查に於Nはエの 

林に窗絮に須i訂する孝によけぞの扇拘は差分/二陸せられる・

Z-7/te. Z<i tercet t ion. "eM060二つ i)て,Gi/T.广アeを 白«<〇繪イトして,()る 

顼皆匕更二瑾表哮び’::れな使用する二当り鞘イ务正在加え若杉Iの匕っのぜ述べ危〇 

二の方汰僕走つ、、踌間的にみて瀝博间で/調查已を耗3出来る奉が,野外に於ての 

六きわ利点ヒあってし)る。方形・法で槌來筆者垮の右つ己()る方泼ごは、殊I二短 

I靖型匕なると/ N2硝・筒庄く竜ずるが、、 この方法では棉の長さ公、・物で/〇分 

!〜 3 〇分平均/U〜/ 5分で瘀了する〇胡香君び濾制な測定券痉踌简旎1丁る拳 

は謝 差在招く大き73:城圏とだハ ニの点から冰己も二のオ宏は巷・及世が’五冶。’察 

し平うこの力表ご桐看を衍ノ5寥匚は学ビ若干の估!腰がある。即ら本邦の茸地存同 

密とし括場谷、各革濒の測底脚位)二つ(>之修更に術庇な貌!ナなければなうな(>。 

醐査緒巣を匆ると、疽筆渙の頻瘦及虐崖が非幡｝二大きが確と苕リ、芟華顏、雑草 

浪W檢めど柢くなつと()るも又タスフ〇の決庞在行ろ、湯合に、楓えば7ラビ’、棒淮 

ホ、衆刀橢咳が"5T% S・眼皮としてラ冲>るか攀匕つ()ても両蘇が’訪る“=の编鱼|づ片 

とは一旌終言ク>3 5%在越、えだ埸合を基葬匕して1)る。これうの点I二闺して、 

準君零ほ更に調鼓ff充・痘統け、 稀を別にして慈姦す百孑定で・ある。

以上膻庄調查羔海阿につ()て述_ベ序“即う犖瘤零ほ方形法よリも 或 ー 

Ingrueptj on 法.が在・当であると認め•この方法ヒよって調查・五行つ自もの 

で扬召〇 (



C、生產堡調壹法

之の準地の生海塁、即ち季・昼近耦ベる辛は一噂的な牧磬献瞼に於己も、ヌ=の 

枚・推型匕南する調査)二於こも、柬愛な举頊ご初る。その律拋の犖室奏茹I彳 

リ、色々の計画がな取される率は、尷左調查と同じごある〇

我来この韻查には、坪刈宏と琢しん穴年方、 ヌは:2〜“以岸・のの正方泌のに画］ 

と草迎に骸庁.このを.剳内の植弦Z五親渙^に、XI不全額物一しょ匕し乙メ I申リW 

の垂屋を測鬼しこ生產星とし:スは乾烽して乾亜髪咨測定寄る方・一・猴に用() 

うれてCる“即ち方形・にさって线って()る為に、調查医五設ける場合I二、ランタ、' 

厶ピ味めな()液)丿は、匕の、くその砧宦が、一方にか匕よる幸が,yな()杯ごかるv 

ましご△尺スはフ海>1、さ届方形•女親诊煬合は特)こせの愧をが訪る“

Canf2lう 氏さ 甘アne L<セeいu巳p>成で法-の説明の中で'、uの方法に・よる 

塗星弟查ヒつ()る七ふれてのる"割華・密を測定する卒は腾引のテース)二初るが、' 

線でや測定が•不能なので頷•をば苗駅ベノレトニならなければ万レう尊()が’,二のべ 

［レトの市は、面積が;^mエーカーピ廊る疾たづれば計•鼻がし間C。ヌこのベル 

卜は線( しine Intercept I&/Zの)を 中)匕とナる敝C設ける、と述べセ()る。

坚宠)導な擅宅料查法匕しご厶ル七［nt<src&ptioKi^&^用しちのご、生産 

屋tの狷彥にもニグ)•万滤宓廉用し己取行しZSのである"側ら履座を調壹した禅をぞ 

のまま二の溺査用ヒしご刀吏用し芥〇本木なのば、六きな御積をとるべきご必おが, 

色々。丰増すこの钢查/二於では、ベルトの・さ/ク次.、巾ノ初、邵/ク年方如〇 

匹劃内の草屋在調壹し七七のごある〇

ス匸测定波ごあるが’,徒床は圭に卷・樞物あに须晨するカ、、ヌは全植物の織磨匕 

谑か,Uオ1導の2方法によつ"、るが’,マの塔曜堡・の信脅•浮には;曲 と同じ、 

く植期の广類」匕よって分ける奉とした。即う長・尊頫.成章頰(二の二つ互合せ 

N/木得隼類としてもあまD不都合を施、じ‘な()档、Uの虔の調登)二於こは"しょ 

匚しな場合が湯()>,確岸頫(ニお钢逐忍はスゲ瀕も:2れに令めぞ場合な落ギあ 

ゐ)、羅卷木澳、號料舞木倾、ワラビ類、ササ海に分庁で夫夫奎建録I典し巳。 

泛涪次・の場合は機単奪左一權しセ し孝3审は当然髭弱が’扬丿,これは尿譯の承 

喰する七グ?と、瞑履しZ3：()ものに分けなければ()肝"：()。とCろご野外匕於'て、 

怒檀物男化分頫する車は刨合檀物冷轉の虹!識、が浅くえも、ピ况槌杨の形<能によつ 

てーズ分时う归るか!、年種名を碳、ヌは不谁の匠别をし之刈取る幸は、経晩う訳 

()翘查戲ごなげオIば、虐狷出木な()。この树な湖合は当然咨尊建あ匸测涅する林匚 

なり,取纏めの和分頫オる.又喰,友不碓公2別您多くの因弓によつて左右さ泊・ 

<3〇 
［削定か、因港で扬るが、華卷馨は当埸に於ける馭告顔ス ()旦分煥し左。し杼がっ 

式最后の碗括ヒして纏のる碑阮ば、 礙喰裁、不・険損ぐ分け天々の合制•互我由マ

;峻岸量一、个戒城髪の二つに人別したの之扬る。芝の内殍は浜の通りご訪冷・

坎嵌頰ーイネ科璋炳・スザ頰、喰雑尊頰、サけ裁、ハギ、赖

不映好一-づ後爲茸颊.雜薄木頫、ヮうビ、類

枸ニの分け方)二つI)nな短々冏圏か’あるカn 墟焉写は枚^、探章の南面から卷

えごこの旅な分瘫 し泛そのごあり、 踢会によつとは 相)苴痢の宾詡泌5・ね;nN毛、 
'/ • .
だの目角の渉)二W淆然匕声える- ^

'

〇, 一曲状况の解説沃

その妝野ヌはタイフ。わー够負嵌沉、 刨ぢ土畛状あ、施聲車項、利用状沉導 

を調查する萍は極めて遂爰择車項である。

卽。 士地の状况に罔しでは、傾斜凄、趋e»勉、峡谷、河叫岑苍瀰查し、牧齊匕 

しで利用が幵能力、石か近朗らか匸しなければ’なら 召(>。ス,に旎談仁閃レこは、木 

,柵、土星、水•飲場、 収追、象畜舍、看視・舍、虔込神、給:堰埸ゝ華浴場、焉視募琴 

Iの眉媒、状您について調べるめ曉がおる。その他士壞の海蝕状旋、桓耄革の生肴 

成带、枚再年の用げ利状精ノ三つれ己ヒ溺查する於爱がある。二負ビ阕しこ 

S也化"a尸オ 氏さカ<の根な表 ご解说しN()る〇

痕在の收卧尊の利用状え 

植物のモ哀彦.

混度 中漓

不黄 中虐

囲陸

艮好

枚 野の状况

・ 族wの生產カ

不快 中南

•低位 中南

黄好

翔!1

乎 敵 場

座 類 •,垣灘 直当か,熊の雲不葵、導疏との鄭系

糧 < ・尊

煙 禅 条ヌは少" 駆除•夸飾的調建、蛟牧・の蒙・不藜

Gの岐評)二踱与な峡畜の種柴 

適当な成時時期

中、務、滓、山羊、

荐、爰、秋、冬ノ珀や
•
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勢企歌、喫崔j擬、狩猟獣

建應 役ヌは,ン 弛除勿匪,オを、破留凄

七壞の浸館

漫徳満の説明

坦表の段飽

風 蝕

七灌調套(4ズンチ刀探さ>

土弛の頌鶴彦、〇ー5ん-JO ^/～2〇 2/-UO心～ん。小ー2。£クー

橋寿

確者峰は疾擾・型の解說に主眼在お主•ぞのタイフ。に於こ唐接記スさ名挡匚カS 

株み檔赂な野帳丘作リ尧入した•曲施談満頊に离してJ3:別に記入した.

/

聘,所—■_____

夕"No・___________

伐・置____________

標函____

ターフ"角一
/ 1

頷奁月日_________________

調彥看________________

艙料〇方伺 順狩凌 ,利用可、不河

浸健地:逢漁______ _jg)痍_____ ー杭種__________

利用不能地:烂后絶 ______ 瞄ー _____  珂))}___________

水制:鎮漆______ ____犬<_ [ 利用状况____________ /

布畚単:・単盪_____ 今布状况________________

磧裕:
1

■

•二の野帳を星にして利用汗能地又丹不可能地が期丹刀ゝ匕だけ、更J二畋養カの計 

御の埸合の械礎前尊匕なリ、又施聚を•行点上〃?一つの捐針ともなる“

財二こで施設舞與の胡查に朗して,みれると、そ久專6項目)二演しこ曲斯)に砍ベ 

だのご省®Wるが’、調査・としこはニれ绊の馅賓、状だ葱-記スあ伞Iニある。位最 

仏旁外)ス於ぐは、Sto/晏れ七氏の()ふ族ノ二彦撓毓空吗踵にお入しごも()(沐ゝ 

(37)

拿卷零・$襟写四に記入した"その衆射の探な記号あ闭C)乏。

土塁 -ztr-以一&- ポ翘

氷歛場 A. 蒙箱會

后視念 合 眉視塔

鉛最場 水・戸

H林沉諸查渉

七レをのタaフ。が’,マツ型、スギ、ー匕/キ型、沼亲な裁腕・型、消孺広萍麵型の 

I林な顧林地の匕きせ,その杯沉につCX 砲:しなければ、行らな()。創う横議、捋 

稱吉雇、横高,12水本•數睦につ(-)て調釦るCヒにょり,その林次の材木の状況 

を朗うカ、にし、柬て地球の状况を闹聃ぎせNぞのタイフ。の実您を杷腐すあUと国 

ごぎる。救雳の搁查五目齢とする埸合に於之は、林、况は副な蚀に专えて、上述0 

制な項目に照成した:

詡查区の面琦刀ノ,ク度む辛方洌匕し、捷形・によつこヰぶ％が一蘇匚&ク说X2S 

勿とした•調複目の後はZタズフ。につe)z ノ C2ヶ所刀、ら白〜クケ所、澎逼・ 

リ所ば設げす。岫彦径Q輪氏在田(),罹r蔚はクリステン測有毒を用()で夫々測 

哇しピ、蘭野タトに次、aタ灰の松な野源に記入し、取鰹めは下祀の林に、樹射、經 

級別本裁ビ分けで整理し杉。决 8外に前記一類的状えの訶查も扬わせて行ふ、車

は()/5、"までもな()。 J

斜:加____疼_

タイフ。名 月日

稱理 竺fS直律 樹箇
/ 罹

計

本数 橙满 格敕 本秋 樹高

月匂 ”82 

商ら

画8

径Z〇

Z2-

.

計

糞

适

流 

孜

爺

水 

こ

A
 

X
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尸、謁複用瘗鼻

烙上ふからE春舎の讒查を侑^、鴻U必菱な参・貝類を参号のあにた載してみる.

2.嗣乱

旧、肯夏 林沉調多陳にマーク苟る。,

1. 極生調彥匠設旋の弱 < 生產璞詡程 挙手るJ

"、ワイヤー 径2〜3初勿く ,鬣さ35 a

々、 鉄 棒 曜納/5I 萇さ3Qnn (ノ號は輸匕おリ、柚のノ

. 舗は尖る。> 卜4

C,ノ、ンマー 鉄g打ち=屯、〇

ス、牝敞衣

巳、X ートル緩 亶さ50" ' J
■

么.測瑩整冥 ヽ’.

テ,碰石

え、ホ糖魁し 聞 3^771 履さ 30071

2、 槌生調查甫

久、ス'ヂール軽尺 

8、木聂折尺 

•乙W

短さユ勿
クノ勿1

ョ、 生産・即虐囲

久、せンマイ將 

疹、暗帳

C、啊札

久、 學別笋

号クテ尸の七刃/ケ 之5'灰包ヌな3 Q 电の社の/ケ

白紙のあの、(植左の場合J二切吏用レ、 酒幻不明 
の爐构に附けて嫌に分類審1S^IJ

N、 林沉調建闱 

况、輪K 
8、測高潔 

の、帰偎

X ワ/Iセニ クリス・デン乏の他

ふ、 オめ他 

久、航空写踊 

幺’唳体瓶

C、地四

え、カメラ及術

携膳用
/ /

福医

Nb.OO 〇 スは 占。•〇 〇 〇

号、 貌

3、調 喜也

g

の調套瑕司

硯在:までに、角奔県下:2ヶ所、 喩漫下5～/7•团、計クケ功につ()て調杏专紀っ 

泛“煽所は灰の涅！)であな〇

(』飙查业の概沉

A 我 戒集下
(D 役贺硏阕2^杆大字山,【、川 、山小加放收:地.(心,)、川放牧組合っ

② 役藥疥髙岡村大哆上・君田 上君宙株醇地く上君田採算’組合っ

今贺郡商岡材太申上宼国 亶S放救地 (以7戚野頼合)

⑥ 枚賀郴ズ前村六験凍 寫稼秋牧地(商液野粗合D

⑥ 額賀那患讯附• 大率横W / 6 8林斑 •

S.街 灰県F

の 中津姓郡君木村大亨常盤府 据歸平瓶読地

② 上此新穿辺地町大字損戶 桓戸放牧地-

A .坂威県、下 -

,の広I本朽仙卜)11 山y)'川楸牧地

成本材は兼威粮の最北鄙匕扬リ福後鼻との瘴を杯して()る〇 秘約 

20皿、執約とE の極め己縛寝(ザ矩形あなし、 大窪心ふ川泣そ⑦ 

駁西蝴にあ方。華彰褥療駅から捅此覇2仞飾で建すえ)疝で杨み。 

詡查ち紆った放故地は部謬から約グクク勿のれ旋龍匕あり筠の渉牧新 

っこ()る。御猿 忍・クヨHa,ご氓京落杯咼毎荻臀林蔣①賞付地となつN 

()る。での汶牧地ぼ絹会貿3 0名の心小用林收組合が、程诺して()る° 

_锻匕平坦地が’少く、娯状の乡C地形・含なし、氷は峯地験茂碱抛 匕 

rs・つ乙()る

②髙岡木す上君四 上君诅株節距

高岡杵は歯か村のあ布、参備薩刃西討心也糟の大辛を凸めごつる〇 

幣跋個睇頰Xポ章 ' 荷戒町の此近釣/ Eで大国上君田)コい召。繭 

看した撚璋她よ都寤から也産譏にあり、面碳ヨ8, &? Ha.ゝ同じ、 く?H 

箱林儀仁i・地で扬る。泉蜂け御合員£5•心によつで衍わ;f!、々部携"d 

君田採際缠会を殷けこ()る。而野缪有この採琴地の外.冬曲乾華と 

し之應畔かめ宫ノ％ワ約ゴつ節〇事でX歐っこ(Jゐ,頭损さ珍也!



彻

囲匚わ套って衍った。地形中央帝財斧iほー股に南及北面勿朝の章生地 匕なり、 

以北飼•林地とな:っこ()柘"柄二の冰に樹林地め茸生地互一定の肆腹で翰瞬しデ

ら君璋匠行つE()る" . -

③ 高岡村上看均 車あ敵欲他

同じ上君田鄂魅匚あるが、水串地とは反关)測の比西方匸扬る〇上君田・カ、ら函3

S で敬收地入口の木卢！-建する-宓頹Nロク,3N "此、旧じく理隅林燹な地であ 

る“敦を时ち羨け、勇のみ牧近行っと()る。弛形・は放・牧边の柬辞部あ除•() 

<他は一族 に堤・他并にかU会成てあ、け(したが‘‘つ乙水淀/京二の未術部|二むけこあ、 

あ立ね紀れてZ)る。沼地希は稲・林地と坯リ、 绎地蒂な一修匚章史跑、覆倦による 

裸地が今()“

@馬沛村高藤 初陳籾权弛

礬搦村は務周木オの南訶にあり,而皮西南都は隣郡久建郡と按しこ()る。陪密線 

川尻駅K聿、商原は色方約/タノ<加】二あI人 枫牧地は更に西此方糸勺3/刼で琵する° 
面務/反N.NM/7«、同じく国肩林あ丸地・である。組合夏自n务く内他村/z名)ご 

禍凍牧歸絹合自族げ、勇の族牧苍衍って(>矿 牧医は矛/牧e反矛 搠匕分れ 

矛ノ好硬」〇».ワ"久、オN婀任クヨ.心g,邮查を衍ったのはオ)收区である. 

経夫坂城涙儘產緝合肪合会、ヌは扇潛產绿との共同絕访径衍っこ未左が,境在は 

组街蟀で絆谐しN()卷•こ刃极牧址咨殆んビが曲怀地ご、勇は林肉に方斜夂され

Z く)る現状である〇

⑤ 果前杓横川 承京洛杯刍商雑鬆修z /必林密 ・

尊歴Uの林班は敵抜、 株孽失に石われて()み(ノし、ヌ通衣に於でも模质が’〇・(),

S青拡県下
(〇沽木杓・瞬野 磊聲平康草拋

岩不村は弘浙市の税方锵DStに扬リ、 岩木山包中ノじ匕しこ拡が%面糠ノヨ,/2女 
町の麹节の氣大林で、慕本山樫地瓶皆ほぼ環:状に豹/ 3クつ〃％余が様聲地としN 

使用・さ如こし)る。調を行,つ石躍所は、 戒持肴次から、あ力勿/クん勿で•匯する.学 
昭會勢・宗めの 商 の準地で:素西移& *"、歯比•んすk勿.劫リ店 净短 形密な:しこ 

I)而”瀨日の翊系上会角/二わたつて娜查が出宋なく、圭としご中央以西の地睛び、 

蝌澄寫麋と杼つた"ー密/ニ全面學生地形•反謙木地睛によって占められて.()る。

②宣以也可有戸

爵切地期ば束也A翁•と六疑寐の今破短で、調査址は六^^稲戸駅^車、此切紡 

ノ4 S で酉 匕拘れ約7 00ク7しで建する射族地ご本る〇放吸瓶の住:^'凯 〇ニカ、 

ら士是に沿()狗矣あの?此上しN西)二曲り,約2初.で岸卞し前の踵務に出仁条西 

输2Km ,南比総/ A・羽の精矩开袱の斃圈さ枝宙。蘭蚕は茨Nして中•JS乗夺妇 

熙'として后つ泛a ー侬ピ诔钾の髙地は静如也楮、此部な海部の斜面は兼ユ5蝴代 

地怖之なつこ()モ。 、

久調査結果

<37)

現在までにクヶ所の牧野につ(ノて飄查を行ったが、その鮪眾につ()て火、下蟆に 

這ベる爭とする,説明は各牧野共、次の歲な嶼序で、•行ラ爭とすゑ

(1) 牧野のー破的状况,匚つ(Jて

(/)現在まで、の供用状;・兄及単地携:段爭項

(2J現在の懑故及枝牧採草滅况

(2) 枚裡型の鹿・类及配图仁っひて

(3) 各牧養型の構歲につ(ノて

(/) 檀・生 ⑵生産蛍 (3) 治活

3)牧戳囲」二つ()て

U)•液域果多賀郡遍本村山山川故牧地 ,

レノ牧野の一盛的状况IこつQT

俠罔次况につ(Jてみうと、この枚牧地は大正時Rの初期に御設せられて1)るの 

で、現状まを荔〃ク年回俠用してI ノる挙になる.家雀の隸舞枝馬で、、年平均 夕。 

へ』”景公故牧を疆施してきた. 洙

羣地の改度争項としてけ、雄埋木の根刈、スは关區木のイ・縁ヾわすかに行あれ 

たぐら(丿［あろ 羨!火入は容年夕月上旬、全面に行って〇有

施設としては隔陣物として次枚地周囲の木冊、枚道、木戸があるのみで、せの 

他〇施設は座然'なY、し左が、って放牧は輪棋が出來なし)のて金嶋放牧となって〇 

る" '

次牧は務,るの規定で、はタ月/日からノノ冃米までとあって(Jるび、灾餘に仗夕 

冃中旬から故牧をはじめ,/つ冃下旬で終クてしノる.琨在の效牧頭數は占づ震で 

ある.尚夷放孜頭湫(崩間中のっは看褓人がなく、自由に枚软又寸舍飼左行って 

いるため計尊出爭J&ん した次るで/頭当り城野面摘:も鼻出出宋;&しノが、、面被か” 

ワ(・。3 HQ或戚頻が・ケク頭とI Jう歌字だけで計•算すれ由ノ顕当"材ノ夕&

となる ・

<2)牧賽型の薄・及配罔につ(Jで ^

この旅赦她には次の探など羅類の タイ7か、訪らえノれ,てI)る、夫々のタイアにっ 

(Jての痍彫を/ベ'ゑ 、 ・



訶查マ

m w そのイセw -
欲・方但煩羽茂

し〇.)毛・草型 /、南萌2^°

1

而預的に祥辱wv ふでダフ、、ロ、ソク久8ケ能・

にあらめバている.主に馬の浸入をオめか/Mたテ 

刊tに电岀さ牡る.

%)函草型
<

ノゝ爾 6。 西画的に非慌て少く .小でマフ・、ロッ57ウ、•・质把1二.

3 峯に/ケ户/rあらめ収ている。いずmもネア附

逝で•感の缭合噸るヶ所で奔る.

C)7ラU’型

•*

父海ノケ‘。

づ匚哽若。

< X- °

琛两玄°

二のタノ)フ。は雑峰に多く.亥获々全画1项ったって 

いろ。即う材此反び’璀不破を陟ワは“殆んと’二の 

タイフ。によって占めらa｛こし)る。

a)勰"

型

ス篠南N)°

麋比2 °

旅妆龙の全面「分布しこいるか・材た|て接してい 

ろ埸合か參い”連笄の火入によって,ナラの耗槽 
力、灰林出宋す•殯衣狀ヒなっている埸合がタい.激 

に火入を屮止す収・ば初史と女るもので•ある“

幻慈誤・

玄棄窗

翌

十)不花型

?.而 /* 

面 ・ 

南而/舟,

主に二の波我杷の次鄙反南都)二分布し•みなりの 

画發をもっている。翔沢に夜くナラズ 主体に 

なってl")2>.

依死に/ヶ所 琴に/ケ户斤あうわ时こ・るグ'.贸J 

に画積B於:卜)•蜀の麋合代よフて出味たちのご 

ある。

以匚の各タスフ。の颱匱换況の図禾については(4 ノの牧赛図の項を参照匸ら廠た 

い.

6)签替築理の構成について

厶’長 草 型・

(リ桓 生

ゆ 草 穗 敏 調登区(線JはM住設けた”“.ノ四に出現する鄭f数は

Zなへ2つ禮,3医を合計す回ば‘玄扌種笑とな、る-ニいを翦物类に分づると次の 

通りで■るる。あ钎生雑聲类が鬚も裡类ス參い歩’•ヒゆタイフ。に於でも二の現琢は 

哭通してい§ ’もつ.じもシノヾの純傲や・ザザ类の純鼓ではこの例からはづ叽る辛 

(S

もあり得ろ。次いで•芸章类反び、雑瘤木類な多くなって

辰璋类 广痺

短埠,类 夕”

スゲ笑 9 '•
密耳住
靈驾类、 2S "

フ•ラビ斐、 / 七

ヨマキ‘类、 / ••

#薄木类 L ••

ハギ、 笑・ 7 >

いる。

9 年複名 3日こ硬通してあ現する葺看は•装宰笑 

て,なススキ,オオアフ”ラスス犬,トダ’シバ,斗ーグマ 

の夕種.矩草卖をはスス、メ ノヒエ•窗年生卷尊美秒 

ロオミ・ナエシ・ララママギク,ノアザ、 ミ,ノコンギ、 

ク、オトコヨモキ外3喪.反ワラビ等水ある、O即ち 

以工の草檀久•このタ/フ〇によくあ現していることに 

なる。 ^

(©頻成点つ”草类に分げて3昼の邛為を未あると

次の稼であ玲〇

瀕度 皮

泰奪类 33/'々、〇 心

短早斐、 //. 2 ク.$

スゲ・> 2.2 ク、/

矛竟霎 
携尊不、 3/M /、〇

ヮラ匕“ F /<7 q.D

ョモ穴"4- 04 十

舞蘿本" 夕・。 ぐッ

ハキ‘ん A 7 〇, /

この荣に朗らク、タ林に、栗草獎と誕写类ハ, 

夭夫すづ‘っの滿復を占めてI)こ•出愛回敏 

の多い序久’わかる.次I)で,ワラご类1X /6.?

松で舗史,’短草关も割合出現度グ案い。次 、 

に草喪别にみMば全莘褸を通じて最もよ 

く出現するものは•スス千のノ・よ％ウ 

ラビ、の/んク％のN樓で泌るーこの両種の 

外ばすべて/ 〇 %以下で、 その中割に出現 

してい芬ものは.多ガ‘ヤの久う扱’ススメ

のじ工のワ30か‘める.多坪柱雜算は尊类、としての翔葭は髙い次•草標救カヾ多 

I備巻の草種はf氐くなっており•りずかIC-オミナエンの玄/%,オトコヨモギめ

3.3 〇)ー /コンギクの/づW等で•化の尊・惠は種”てほい。その祀の草建も,何Mも 

出現預か’二、’< 彳因くな•っている-

以工を株合すると輝葭にあては.スス寸.ナデt笔によつて描庆でいる長挙笑、 

の頻度が最も高く ついで反等生雜尊斐であるが この尊美、ピ度出現須の高い尊 

種は歹い.次にワラ匕’炎、も相当借い出現年を示し.この草死は•以・匸の3複が’主体 

匕な一つでいる. ■

也)宏友 草炎別にみろと前表の融ごある。即ちワヲビ类が、3Zア必で演礼・ 

髙い敬字を禾し.次に推痼水芙のんゆ%・装覃类の玄"％.化|スノ払以下や.頻 

慮の高かった段耳生雑草炎ば久ブ必の理度よリな、い。转局ワラ己类 推篷水类・



(々〇｝

长掌类の3卷があ匠らMるがLこ、で灘蜜木奖场ワラご紫の忘凄｝こラI)て説明す 

る’:2のんE ん孩孑辺み 忽• X の侵用に当っては.こ回等の福 

物及すう关.)、干將の測衆ほ・すべて爾冠ヌは譜斤の玄がりにっし)て測知・る玮< 

しごし)るのな,その耗果ヒして一狼勒二玄える爭よ,绑序として訂單ざベ7て敏学 

が.尊歩の:處合は 舞木又は落木狀、覃末に比駭して哭繼次リわ修し演であらゆれ 

て来るという争で・ある。即节野外に於ての観索aは 港木奏の密度が’依い就に建 

め旌ても,測定し.計尊すると史較 gl)偵と卒リ・尊本類はその反対ヒ江る. 

この現合も雜灌木炎のんク勿は.極く少敏の蔻薄木类、が宾生する程度をあり.り、- 

えフこす草笑のな％应祠告のを!旗"乏分布して!■)る現聚て"ある.この林孩、米・態!兌 

乂<二ルノユ左心乡M/e ラ偽2f^Cd〃をそのま｛ 戶ン>勿氏の阱説通,

候用する限りあうめ粗て来るものと前)：r逐べ’た通り夏に撿討し・研究を進めた 

日千妄ごある.この調查の菽皆で:は.宠葭に国してはその株な宾を考意,しご述べ 

る爭とする。

ャかIで•推理ネ芙•ク、”sづ必こ“ワラ口•类の次に高い宏度を禾してdみび・•劣旁で・ 

経局尊类別にみ舛はハワラ匕•类めヨ/ラ幼.表孽类のタク";ごこの草朋け優占ざ 

iHてし)る,次に琴慈別にみinは、•.ワラ甘のヅ、m乩,ススキゆ3、/% •スス、メノ 

区エの寺ツスヤナキのノ、ブ泌’フリの/、m 琴があり.その杷の握物 

は"免んとん〇ゆ以下である.菠木类のスぐー匕ラ物成以工の理由で度外・するビ、, 

類荷この草把はワラご・スス犬ススメ/Uエによ・って優占でレiていろヒいえ乱 

即ち/海"、らみて方,ススキ及び'、ワラビによって代表ざ求ている年比という:： 

ヒになる〇

福医している秋物の測定応によって.今'三デに分けてみる 即ら哀學・股辱 

スケ、’多毎生雅尊・一等主雑茸,ヨモギ类の林に・査機に梵表を占石して、しほ都 

分を測定の过象としたものを一括して下戸部のg櫃物,次に累片ヌせ揄冠琴を 

測矣した輝类の甲.、フラビ类・をヰデ都.雜瘤木.ノ、ギササ类を上ア部の想物と 

する。そして各尸の、笏;rをもとのると.この草地は下"尸つぐ牌ゆ 叩尸が’亍/、ダ 

% 上:尸が’,./勿の福・厩と?rっている。

@生莲畳 ,

ノ"当の生産螢を喰,不娘草类に分けで米禾すm供左の®リこ“ある。尚德木 

矣’】丁すべて实聋五禾している。この表Iニよると,イネ祠奪夹の重豪と、.最も大さく 

、フラビ、类がその約スつ幼ご勿:Z也｛蜃が蒿い 雑草类’はほほ・ワラご笑に近い崔とな、 

つ"、 る.つまリノネ科肆类cススキ,スス、メのピエ等刀ニよつこ全牧置の灼夸

な〃

尊笑、 列 生•建費(@

眼
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炎、

スネ同尊类、

スケ、、 类
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乗 木 奖
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計
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女8ク 

メクO

合 計 3. 2 6 ゲ

が占めら归,次いで、ヮラヒ、、 

雜尊突の混住率の島い早地ヒ 

いえよつ。尚喫喰庄の弦ク、ら 

^111ば、•この草虎は碓革类在ヾ 

不喰尊类にVらべてその差が 

甚しく・牧^初の宾で,ば袞好 

时:態にあるといえろ•以上: 

宝涯理がうみると•イネ群莘 

器(主としてスス•ノによっ 

て後占さM・ワラに'を佯う華 

死ご・ある肆カヾ、明ら"ゝとなつTzo

③’魂 抵

今まご遂べた頂目の甲,臣に 

頻廣記葭•生産理の王宾が

ら ニの萼地を分利するど,辰算类公この璋階の代表となってズア都在避成い

ヮラし・类が・次いで頫努で、中尸部を形成、し.上・聲はぎわめこあ努である.即ら卷 

芽理に摩するひ',畏革ーワラビ亜型•ヌほ達を主体とす讥は、• ススキーラ 

ラの’斐亙と名づ、けらniるべごごある。又喰尊突の重理军の井序に倉く.牧野とし 

ての価値も為い宣好な•草也こあるといえ』う。

^ b 短,尊 型、

〇 罹 生

ノ匹出壁•或2?へ•9 N證’B区を合計す凶な“の草灌义

哀草 矣 G種

短・尊 ク ク "

スケ:, > 3 〃
多會・ 我
樂草 "• スス"

ヮ ラ匚’" /

ー勻・俳
<薛 ’ノ /

雑淹木" 6

タす種の草覆が'あらわ硏る.尊类、に分けこる3% 

C 曲を未初ると左の通リで,ある〇多毎ま雑票类 

が’瑕も穆数パ勿い泰、.ー锻に各型とも共函してあ、 

リ.ニの尊域ごは次いで短尊类次ク種で•務く女っ 

こいう。前の・長草翌にくらべ、るピm蓬多い。ー坪 

性雑尊类が新しく出现しているか・.褪めご毒数ば 

少くた仁/幫のみである.

@ 草禧弱 3伝共厨の出現腫は長尊頫せはスス 

六・短孳類でぽシバ’.ラシクサ・スス“ メのt:エ,
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スゲ类区シバ’スゲ、•スス・メノマリ、雜奪照Sはウツネグ‘サ・シロネ,ノアサ、’ミ‘ 

芝叽にヮラ或,塞木実ではナワシロイチゴ、,以工のノ ノ强こ全草種の約N に当 

ろ,咨・草癸の棲类の割く共画種刀、衣H)のは短尊类で•この・列・ヌカホガゝ'nnj ネ 

ス、、ミカ、、ヤ,アキ乂匕シバ,キノコログサ状/区に出現している。その侶この蔭死

/トハナ匕•ランツキ・オオバコ・レ に焚て持芭のある草種としては.又カキビ’• 

ンゲ、ッ、ソデ雲がある。

頻 M 髭 技
表草案 

短尊ク 

スゲう 
多号誉 
幾茸っ 

Vラビ’, 
ー导住
•雜草々. 

建置本ラ

・、s心

/え幺

/2、a

/S. 3
义./

0、2

3.お

〇 yp
N<广
/' 7
X扌

N久ク

+

//, /

てI)る.ばかりでなく.全箪種出現KT数の約ぜ

。•頻義茸类に分けこ3区の平 

方を京、め运と左表の通ソごあ3。即 

う短草类が領ア ％と囲半我を占あて 

嵌も出現回数び’多y.次いでスゲ类 

•雜尊类・反び豹/3 %,ヮラり・及 

び、膏类カヾ斜&仇 とな・っこいる。 

〜拜生推琴类は極めて少く /无以下 

ヒな・っている。次に草種について矽' 

ると.全草種中最も箇いの成シべご 

幺ヲ’ク勿ヒグリ短'導英の大詳左占あ

を占扬こいる。シバ’スケ、の研ナ必

ヮラ口の衣ラ％,スス・メ ノ匕Nのヨ、弘/。,ススメ /ヤリのヨ.6。ん スス・の3/ 
ゆ等が、こMに瓷I)て1)马〇會年冬雑草类は章陸別にみ/Aは、柯Hも逐く アキノキ 

リンソうッZ 50ラツ术グサのノ^於ス、・主な・ ものご,/%以下rのものがスZ種 

中/ク種数えら硏る。 ー、

版上を要約す检は・“‘この草把は短尊獭か'最も羯度高く、その主休はシノヾご 次 

いでスゲ类、のシバスゲ‘算が’よく出現し,ヌワラビも割会に出班葭状蒿くなつこい 

る。多年生雜孽类I辑类、として区よぐ出現するび 特に疑の高［I革種ぽ見出さ 

归ない。

0) 鬼度 草类别にみると前表の逋りごオる°短尊类ハ20,/・必• 、フラ日

类がNZ>. 0物で共に南廣朴最も髙 < .次いで・雜驚木类のノ/. よ必となって(,)る。 

他の尊类は襁わで微く.ヌ推潅木类の府度I宗高い已はい子^1)ので・つまりこの 

草地言下尸部に短琴炎・ 甲尸ほ.ワラご突グ優麥なあるといえよう〇 養別にみ 

M_ばつノドが/SO "。,ワラビ'ウ、” 2つ・0汤.コナラ、レシゲッツデラ、'’貝ぐ％,六ッ 

ネヤナ芝か’nW % シバスゲ、,ナワシロイチゴ'が’/ / %で危の茸稚は/的以卞と 

なっでいる。いま推雅木类を隊げば’、シバ・ワ歹匕',シノ<スゲの3種刀;‘陵努・草建 

伙? ノ

となり、つまリこの尊坨は・,シべMよって代表さMる用荤类ガ下アを積威し、ヰ 

尸はソラじ’によっで占めら以ているものといえる.

丕ある辛が’分る-

喰 

尊 

・赖

■

イネ鬱尊斐、 

雜尊"''

サナ"

>、キ‘',

討

OG OK字

/・う

、广

N

ペタダ

確草し 

菴本々 

ヮラ匕’*

詛

//玄

スク么

ヲク/

合 < • ノ、ふ白す

ラ田の平勾を京、めると次の通リで•ある。ワ 

ラご及ズネ科尊実、が衆セ收窶が多く:次い 

せ雜璋笑 寒木粪となっている.堂覺の貞 

〃、らみこセこの孽地はズネ籽孽颗(主とし 

て睡軍类ノとワラビが福成の主体とaって 

いる・礫喰柱の吳から疔るヒ.k唳尊・类ス 

喰草类よりも若干役し)が、・この放牧充ぽ放 

牧甲ご.しかも終牧に近い漑れ不哈掌簽の 

重量力呵碑に大ミくな' る傾聞が・'あり、この 

塩を考慮/二入汎るとこの宰だは割合ヒ将好 

な、状態にあるといえる。以上生産置に於て 

もこの革处は、｛泰科草类とワラ也が後芬

仞 斑' 活

頻沒・を産 生涯社、らこの箪地の構成をみると 下产都は宿莘类によって優 

占T!讥・中戸はワラ司类公稍傻等ご・セアは濾ポ美次あ蛤ごあり、提リ短尊理

I二棲するか、.矩車ーワラビ旺型,ヌ度シバ、 ーツラピ斐型 ヒ名ブIナら化Iるべ 

さごある。同短草炎、か’下戸都の主体とな•っている為に駐［茂・が倒会高く、卞デび: 

N女«勿「平尸びNQ° %,二デびノ人幺れ とな'っている。生産蠻は嗦草虞と 

ォ喰草畳の割合成哀好とはいえないカ、“、普够度顼ある。,以上の祥板福成狀慝に 

而る:この草迎は,よく族炊梵にろられる代表的を•  夕イフ。の一つで・ある.
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牌:7 No. z No. & 必.皮

美璋 笑、 -"瑾 打 々 夕

短.尊・ " N N 幺 •寸

スゲ、 ク・ N N N

物年性兼茸 〇 Zク Z? 贵 衣

ワラビ" / , N / ノ

ョ疋ギ " 〇 / / /

一年生雜草“ ./ N 〇 /

灘岸ネ" 4 ぐ 3 , ス

ハキ’ ', / / 〇 /

if 幺ス 巧

調 H を乂〇、1 ・〇、らNo.辱で々ケ析,咨'調查购Q調查区を3区哉ワた。この 

表口朝查地の3区を合計したものごある 〇哀にょ机は・ /調查把に出現する莘 

禳数庆3ラ〜4«種羹ご・六差なく ,ヌ’と,の調查死も多玮主雑草类び覇も理英、多く 

今までのタイフ。匕同じ傾向をもフこいる"スし)こ・,/反ル公 えで・は掩蘿木顷養 

尊类状多奪羹出現し・&k ヨ及/Vク幻は我等衆反短草类ヴ’出癥•公笏い〇

砌0、らみ!Hば以匕のなに多尋生雑尊类久持に象< ,推潅本・長草,短尊类次、 

続いこいる狀態こある. /

@ 夢種る 咨調查に於こ3区共通出暁碗ゴ/N~〃・型で畛等しb)。

ル么/に於こは長聲类としてはオオアブ‘ラスス古’トダレバ,スゲ类铲ジバ、スゲ、 

、箍茸类はキンミヅヒキ外テ禅,ワラビ・モ三デイチゴ琴を,ハZ/Nでは玄スキ 

、スス、•乂のじデ,シバ’スゲ,薄茸癸•潅.ヮラビ、ナワラ口/チコ“,ルん•么で,は 

ススK.ススメ ノヒエ,シノぐスゲ,推尊类ク種’ワラビ、,ナワシロイチゴ専ごあ 

る。No• ノち、ら人ん.幺はて共通に出現すろものは.シバスゲ•オ・トラノ才.卜 

リアシショラで.ワラビの弘種类があ,,その他キンミヅヒキ,mツバッら・グリ 

’シロネ,/コンギク等もよくあらめ也る。
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'◎頻葭各訥或のm区平矽の结果を表示す贝ば左の画リである。この柔 

に炭すも明ら刀、な通り、匕,の調査地頒於こも:欢纬は瓣奏び’豹よぐ〜罚吻と« 

I二近い頻度を特ってをり.この專类お出現ゆの非常に髙い辛を示している。次い 

でフラピ类久’約え/〜 NU耐て,成〜 W の岀婚と次り、このz尊类ご豹 

64〜""を占めている。その他’心、/ごは衰宜察.ル勿乙 は推曬木戻 

芸尊类’必’m及ル么夕はスゲ、反泉草类、灰’夫マ出現回数び澄く・ぞの他の犀类は 

イ固く孕ラこいを。次に草種別にみ硏・."［ではワラビ‘のは、ア幼ズ裁髙須. 

次ひでススキのぐF以>,ノアザ、三成キジムシロの心心,シバスゲ、のヨ、»ゆ夷拼 

高く . No、之ごはワラピのノ?<5佑〃;養高ご,チヂ:ミザ、サのKm敛 ミツバ、ッチ 

グ、')のゆ’7叫。,シロネ反オカトラノオ・ヌNビ・ハ¥、のさq〜弥さ以7爭!必离い。 

ル角3で局ワラMのn/、クが’最高ご シバ、スゲの/ク、旧幼,シロスのスN% ノ 

コンギ‘クの么n沥’トリアシショラマのヨタ%等水’高く・ル久«て”はワラ3の

/必パ撤高己•シバスゲ、のタノ％,オガトラノオのg、3%,ミツバ、ッタク、リ 

のど /物.キジムシロのぐづ必等次高い。この钦に各橋!查地共草瀬からみ皿ばー 

林にワラビ仄辯I二出現四皺あ’衣<、次いで/T. /反/VQ幻ごはイネ科草类及譴革 

类,ルな3及ルる名己はスゲ类及雜草炎の出現琴が高くなつているーこの革勉以 

以上の草炎反草・種が主体と甘っているどいえよろ,

暧 建,度 尊类別にみると次表の通りであ芬。即ち谷調查地決ワラご类の爵 

が特に箇く糸攵なな～らヨ%匕顔着で・ある〇
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袤 草 奏 ク・ヲ クタ 久ケ / C
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勿 m 比
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ョモ,ギ" ・グ 十 十 〇、/

一年生雜尊< 十 I ~f 十

雅藩ネ" Zグ ・ク 〇、う 3^

ハ キ' 3 04 04 グ

攻I)ごいブ归セ多年生g 类び况度葛< ./V该Nに於ごは遠木类、が•比較的高い、 

亮度を禾しこいる公’.同時に多写生雜草类む各頷［查犯め中最も髙し］•豬局この尊 

地は下尸都せ雑茸类,ヰ尸はワラビ类によワこ鏡占さ恥ているものピいえる。尚 

その化め草类は庞羨您く.頻度の麗勿、った簧草类・スゲ荚も度とんと、'/必以下の 

ものが乡い。次に望禳别にみれば・ワラビ类は,ル分乙を殊けば、(二の謂查死ご 

は外にゼ‘ンマ事が出現するクワラビ、の歩葭を示しているのごこ止〔を除<と,ル勿 

/では宏度ノ必以上の书のせコナラのス、ハ/〇.ルるZご,やイタチシダ 、の久ら 〇/〇, 

ゼンマス⑦心小,ニブイ兮ゴゆえノ、,必.・ほ己はイタナシダの/、ク 如 No. 
4ではナワシロイチゴ、 の3、ぐ勿,ススキのス3味等カぐある。即ちんう•ノに於ては 

ワラピ'と雑草类・んグスではワラビと雑奪と蒲木类・ル。 3己はワラビと濫覃笑 

ゝんグ么をはワラビビ灌木と装草等が’主体とな•っこいる.杰し苴か‘ら灌木類勿屈 

頂j诵いとI)之る値ご成なく.耗局持に願著な、掩尊は兒出さ!H女い駅、 诺爲の璋地 

はワラビ及役毎笠推尊类によって凜占さMているものビいえよう。囲骚£戸に 

令ウるど次の林をある。二の耒にょ刀1ば、,",N状咨尸关最も宏度か、髙い.

の生 産 量

(タクっ
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二の素によ旧ば・ 、フラビ类の童昼は特に大さく敕g。必 ～ ,X”必</こ’•ぞ 

の優勢・さカヾ套谨にも表わ诅こいる.次"ご雑草癸が、敘オつク～ ノ/ク。K身で’これ 

田続ミ,その他底ズネ群荤类抜瘡木斐、び‘若子あるのみである•喰草・達について｝左 

,後調誕ビわ極あご少・< 全尊・璽の约タハ/。所ぐ景)ごあリ・特にル勿刃て 

に於ては［ Hい 以 Y»にすぎお、即ち牧初は辫に低く,二の尊・形は牧 

野としての価値が’特3、ご(净火明らいとな'った。以上生産墨からみてこの草您 

は.ソラピ、辰多笄生雑草类によって各詢查地共傻占ご口'1て"る事びめかるー

念 魏, 捜

前例に强らい,この宰格を髓機してうる匕 先づ‘ワラビが‘椅に優号で、中尸師を 

搆東しこをリ.二の草姓はワラビ型ビ名つ、、けう归・る「通佯する七のとしては多耳 

生雜草类びあリ.この草类は特に優勢な淳種反な、し)が,全怪ピしてみ肚ば・やは 

リ下T3都の主体とダっている・工尸部故持に馈盼戏のか、Hい•を束でこの孕ケ 

折の調匏ぽ仰Kも,ワラビー多毎主應章亜型どいえるごあろう。
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@ 彰重教 尊席教】CZついてN調查地のう 

匹合計をみ/nrt欠の団りご・特に化のタイ 

ア匕比或 して蹋考な澀いク、、れいが'•若〒硬 

契少い芯ごある.多写主雑草类び同科に 

琅も绞く .その化ごは鍵戀木美が’割合に勿 

裡类久出現している。

@草種％ 3匹共通出理種は•ル么ハて 
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が’瑕・も高く ・泉尊,ララ匕•・スゲ 

类が’ご四に統I)でL)る。尚膈に 
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奨の順を,草種ごはワラビ・コナラ•タガ‘ネゾラ等グ’瓠曳カ''’傷くなつこいる.

岔虑葭 宏ブ茸类别にみ归ば、次羨の技で•ある。g./では發建;木美の容夏 

が符に高くふ4： 6 g天してをリ.調查区の％ ペ子必成雜凝木の樹冠でおおめM
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必・/ 所、ス

某寄关 /、3 /、Z

短•,算 〇、/ 十

ス ゲ " <5> 3 /N

段年怯雑算“ 乙N 〇 7
ヮラ或’• /ク、ケ む矛

ー詳企雜尊〃 十 -+

雜兢本” 召・.占

ノ、 キ” レ 〇 N刀
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合髙い床度を禾している。Z4.Z 

では同じく雑灌木类が竅七宏度穴 

で、"5,次いごワラビ'类七大 

でヨ葛砂％匕なつこおり.竖の化 
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モ三デ/!令ゴ’が、、つ()こ成N/を示しこいる。ワラビ类はワラビの宠度を牙しご(ハ 

る。この裁•に "/ご・はワラピ类、の密复は凌木类の次に高い値を禾している仄. 

二の尊・类としては高い旅度とけ｝［う卒状生来な、く .耗灌木类についで役年笠箍尊 

类となリ・ルqzでは雜蘿木类にワラビ・夫ズ褂ノ•こ(J如
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下 糸 甲 角. ’上・ 屈

M./ 久3 /ク.ヲ イ々、3

ルう•N ?.孚 M寸 «ク、/
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,雜写类丹噸に乡くなつこI)る. 

卽らルなノは雜適本匕ワラビ反 

雅章类‘/Vo、Z成推卷木匕 、フラ 

ビ’类が福族の主体ヒな•ってI)る。 

次に墮穿竇につI)では・"［ 

に於ては金尊畳の敦2 3%, N 
グ・Nはえすかにア汤ヒダってお 

リ.両您•シ坟適カは建めこイ底

③ 绽、括

以工刀谒目からこの茸死を發褚してみるとん么/の詞査弛は推瘡弥実力、'’持に儀 

笏ぎタイフ"の令哭か、 らすJHば雜滬木型gな、る.莫］二その稲成をみると避算類灰花! 
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G・力

片、/ bh,N M°. 3

兼茸矣 4 . N 3

短,算 ・ N / N

V ? 3
多年多雑學〃 2N z / 20
ヮラ匕" ,• 〇 Q ノ

ー師生雜尊, / ク /

雜港ホレ 8 、ノク §

八 太''" / 〇 /

ザ サ" 〇 Z 0

@ 茸稼名•ヲ区共通出現穆としごは•必・ノで・はオオアブラススキ’シ)ぐスザ 

,匚カゲ・スゲ’.ノアザ、m’ヌスビトハギ・コナラ・フジ".モミデイ冴コ、'.ル公,n
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給屈查瑯多福危してみ・ると必/の諷杳把は推澧术奨犯・頻友•宏原共に非蒲 

に礙券衫あリ しと、わ生産量も多いので,寇溥木型となリ・夏にその撞成をみる 

匕勿年住推尊类カ、’・灘木にラし)で優勞・であるので・,この琴把は推藤木一四耳安雑 

尊愛型と％ブけうれる。 •

M?,Nの調査把も若下の區い久、 ある状、、心、［とほほ-同じく.护せツ塗漫丞二 

宏每生誰草亜型と％フ、'17ら时る。 ,

・ル。 3の調弯死目.頻度で,け表导生雑草頰芥‘髙iS.身!麦»頒るイ吹く.磯薄木 

卖も特に傻努とせ1/爭が’出来よ1しぞの圈の草頹も極め乙劣饗で しかむ下尸 

部の列虔が’俺かに々<グに週ざ玄、い。故に以上の吳々、う旁察しご•このタイフ。区 

荒廃型と名づけらるバきである.

(么)攻饗図にワいて

坎養図に阕する說’明はエの(つで行ったつ W省略し,二の旅なえの牧卷回につ 

いて述べる。ただ’ここで諒解を得た()の目.ニの兩蛮仗時期が:既に慈坂に泣い 

/ク日中旬であった爭•ヌ商積ご羿た:誦查期目と圣萤の節四内で無了し女ぽ粗庁 

なら豕い等等の理由で師'にあべた妆養図の説明通りの調査グ不可瓶であった争ご 

ある。勿奇牧養カの窠出は族妆前に行う争力湧め実行水简紀である爭はいうすご 

もないが•旋坂・中ビI1えと’も宝行出をTい尋成ない。飛しその為に日野草类の尊 

丈と蹇室の嘆!保,家畜の瓚喰住の冋题尋が贏程皮宛明でUIていないと困躁ごあ如 

現在までの本邦Z<於ける牧野硏究で,はその面に於け3成稜んと痔い狀熊で•あ 

る.故に筆精華か‘行ったこの領查でせ厳密女牧棗図を作製する孝は不可死せあっ 

T-〇 ・

この調杳では咨玫暴型・の睨置状題・面覆.稲我狀態尊の詢查を行ったので.以 

上のう顔につI)で啓禾する匕次の通りご’ある •

6 日孜養型番号をあらわす.刼う6は推灌木理ご 

あう’このタイフ。攻推•木型である•をあら如して 

い如 、

b(a~~pオは貝にくわしく史の猫成'をあうわしこいる。即多 以は顆猿木羹,p 
ォはワうご美"、の略記•号であるのて、’このタイフ。な雜灌木一ヮラ匕,亜型で•ある争 

を禾寸。 ,

記辱にラI)て説明する

(例) c OV洌_ M
今(初s丿(班)

ョ、クす



S * 9

(an 5)- c p机)ほそ!n的&しの笑の中己最も後占していろ草繼の略記号ご羽 

る。訓ろダス§は公スei/c以ぶ須eド万〃ね の略で•コナラ・F衣はPえ-・ハ・ 
食か驾^I辺仇め即うワうビの略記写ごあ3 

ユク§・面積を誇らめし.單色はZ7么.で•ある。

以工を粽合すれほ•二のタズフ3は推落木型に属するが摘灰はコナラを主体と 

摩る推灌ネ类と,ワラビを主体とす3ワラビ知二よって馈占习Iてあり•面面S

9,クb"久西あるということにる～る» ^

尚 各ケイフ。度絡号で•記入してあるので・次に説•朗する- 、

号 頁草型 L e 飼辱滝ネ型 Wa 荒廃理
s 2 短草" 5久 ”づ, B人 不琵 ••

濕把 , 〃ス マッ ク Aa ヨモキ‘'•

P W 參師生勰革型 S久 スギー匸ノ犬“ A w 一生生雑草型

P才 ヮラビ " 鴻乗あ樂桐型

Bス 雑薄づ“ K久 •悌戻力鏡樹,

M; s ススキ 牙。ノ シ ノヾ p艮ワラピ..

&以户 .モ三デイん“ 目心 コナラ
1 ,
(ヽ
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表>
各收養型の出現植物種名表

血支存
〇〇 〇

〇ノコンキ、 ク 〇 〇〇 〇 ペマ

ウワレモ.コウ カ化〇 〇〇

又スビトバf 〇〇 〇

〇 #イタチシダ〇 〇

〇〇 〇

〇〇〇

コケオトギ‘り 〇ナ ラコ

卜リアシショウマ リ 〇〇

〇 ！；.它,ンボンヤリ ヤマナラシ〇 〇〇 〇

iiトモエソウ レンゲッツヂ〇〇 〇 !

ぜミヂ、イチゴ 〇〇

ママホX〔、ギス ニガイチゴ〇リ

サレI'リイバ、 ラ〇

•コブ’ナグサ; 〇: 〇, 〇 〇F'

:ヘクソカッ"ラ〇

〇 : 〇・ヂ、ケ夕〇 ノ フ

ズ

タチッ未、スミレ 〇 jエ〇

〇ダカ・、ネソウ: 〇〇 刀ンワバハグマ ガ、コヤマハ

¥イナヾクソウ イ〇 〇 i

ゲンノショウコ| 〇 ! 〇 〇 ・ ヌ ル,

〇 ゴノヴツギ、字ソミッ"ヒ千 〇 コ〇 ワ

ウグイスZ7グ、 ラ〇’オミナエシ‘ 〇 〇〇

6ミツバッチグリ ギ シ ワ〇て〇 〇 ヨ〇 刀

レ 〇 〇 〇 !,〇 Qス

ダ、イコンソウシ支ママギグ 〇 〇〇 〇 〇 〇 アヅ、マネザサ

オト中リソヴ〇 ツウスバザ、 サ〇 〇〇

クレマノぐナ ナギ尸ダコウジュ 計/ ノ g後 ほ〇 〇 〇

〇: K ヒレン・

プワラスゲ］

オをトラ/、オ

[<• >

マ ブ、マ ズ

7. ヅキ

ノ ア ザ

オトコ戸モギ 

オトキ’リソう

;ギポウソ

ス タデ

イダ K、リ

•〇:‘ ノ ・チ ド X

〇! 〇' 〇: 〇!:ク

箇 物 名

ノ アヤ X

マ ズ、 ミ

;〇
•I---

ヨドリバナi〇

マ・ n ナ

! 〇 ・ 〇 〇 〇 . 〇

〇 〇

チゴユリ‘

ス シ‘デ’

t: y ブリ

メ ドハギ

> 〇 :

xソ

ゼ:ン マ イ

イスヨセf 
ヒ メ ハギ、

〇1ナワシロイチゴ r • ～ 一ー—-- ーー- -- - -
;キシ木Yナギ

バ コ

マ ハ ギ

〇

シバアデサイ

.ッル・ウ* ・えドキ

。!しジヾノヒゲ’； 

才・才

ママボ、・多ーチ 

〇 Eウxバ、チソウ

〇 
一L
〇

〇 ! 〇

_插_物 名 

ノ、ンゴソ、ノウ

ノ イ バ、 ラ

ソ /<

〇 j
i 〇

ヅ芋ク

主ジムシロ 

コトヂソウ

ツリガネニシジン

〇・

〇 !! -7タリシヅ、 力

H1

ッ ノレ・マ メ

既

〇

,ママザクラj
ゴ

コ a

24

存 冬

マハズ、 ソウ〇

アキノ千リンソウ

額物名 % % Pc % 阻

ス スー キ 〇 〇 〇 〇 〇

オオア,ブラスス守 〇 〇 〇 〇 〇

ト ダシ ノヾ 〇 〇 〇 〇 〇

チ ガ‘ヤ 〇 0

サイトウがペ 〇 〇 〇
一・. 0

スイ キ ビ 〇 —ms f
シ バ 〇 〇 〇 〇・

$ズミガマ 〇 〇 〇 〇 ° \
スズ’乂ノヒエ 〇 〇 〇 〇 ・ 〇ー上

エノコログザ 〇 〇 〇 ーー丄

又 カ・ボ ° 〇 f
ワ ン ク サ Q i
アキメヒ/ベ 〇

1
t

歩ヂヾザ、 サ 〇 〇,

ナ! 〇

ヒZ/ ゲスゲ 〇 〇 ; 〇 〇 アリノ 1、ウグサ‘

シバ スゲ 〇 〇 : 0 ：, 〇 〇 ウ,ッポグ、す;

スズ’スノヤリ °
厂ー— • ’「1 ‘ 一 ー •「

〇 : . 〇 『シ 口 木［

.イトハナビテンツキ °, : ___ ナッhウダ’/

(S


